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関 支 る 則 の
す 援 基 」 日
る 法 準 を 常
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び げ び 合 二
に る 社 的 十
第 規 会 に 四
二 定 生 支 年
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中 、 を す 口
山 当 総 る 県
口 該 合 た 条
県 各 的 め 例

） る を 四
条 定 年
例 め 山
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平 条 県
成 例 条
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口 四 号
県 年 ）
条 山 第
例 口 一
第 県 条
四 条
十 例
七 第
号 四
） 十
第 六

例 合 に の
第 的 支 法
四 に 援 律
十 支 す 」
三 援 る に
号 す た 改
） る め め
第 た の る
一 め 法 。
条 の 律

法 施

五

る「
第 部
五 分
条 に
第 限
十 る
二 。
項 ）
」
を 公

例 る 行 の
第 。 規 よ
三 則 う
条 」 に
第 に 改
一 改 正
号 め す
の る る
改 。 。
正

三 号
条 ）
第 第
三 三
項 条
、 第
第 三
四 項
条
第

律 行
」 規
に 則
改 」
め に
る 改
。 め

る
。



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
山
口
県
使
用
料
手
数

１ （
施 第

こ 行 二 産
の 期 附 条 業
条 日 観 第 に
例 ） 則 光 六 関
は に 号 す
、 関 中 る
平 す 総

三 第 第
二 二

産 条 条
業 第 国 第 市
戦 三 際 二 町
略 号 交 号 そ
部 を 流 中 の

次 に 他

第 第 第
二 二 二
条 条 条

地 第 議 第 県 第
域 二 会 一 の 一
振 号 に 号 予 号
興 中 関 中 算
に す 、 を「

山
第 山 口
一 口 県
条 県 山 条
中 部 口 例

制 県 第「
総 条 部 四
合 例 制 号
政 条（

料
条
例
の
一
部
改
正
）

成 る を 合
二 事 的
十 項 と な
五 し 政
年 、 策
四 の
月 の 企
一 次 画
日 に 及
か 次 び
ら の 推
施 よ 進

の 関 を 公
よ す 共
う る と 団
に 事 し 体
改 項 、 の
め 行
る の 政
。 次 一

に 般
次 に
の 関
よ す

関 総 る を 税 次
す 合 事 そ の
る 政 項 と の よ
事 策 し 他 う
項 部 、 の に

」 財 改
を の 務 め

次 に る「
総 に 関 。
合 次 す
企 の る
画 よ 事

策 昭 例
部 和 の
」 三 一
を 十 部

一 を「
総 年 改
合 山 正
企 口 す
画 県 る
部 条 条
」 例 例
に 第

行 う に
す に 関
る 加 す
。 え る

る 事
。 項

う る
に 事
加 項
え
る
。

部 う 項
」 に
に 加
改 え
め る
、 。

及
び

を

、 四
十「

地 二
域 号
振 ）
興 の
部 一
」 部
を を

次「
産 の

削
り
、

を

と
し
、

を

業 よ
戦 う
略 に
部 改
」 正
に す
改 る
め 。
る
。

と
し
、

の
次
に
次
の
よ

山
口
県
知
事

山

う
に
加
え
る
。

本

繁
太
郎

六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

本
人
確
認
情
報
の
利

４
四 三 二 一

次
山 山 山 山 に
口 口 口 口 掲
県 県 県 県 げ
本 土 国 固 る
人 地 土 定 条
確 利 利 資 例

３（ （
山 山
口 第 山 口
県 六 口 県
固 条 県 ス
定 中 ス ポ
資 ポ ー「
産 総 ー ツ
評 合 ツ 推

２
の
６ 別 山
の 表 口
表 第 県
中 一 使
十 の 用
六 ３ 料
の の 手

用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例
の

認 用 用 産 の
情 審 計 評 規
報 査 画 価 定
保 会 審 審 中
護 条 議 議 「
審 例 会 会 地
議 条 条 域（
会 昭 例 例 振
条 和 興（ （
例 四 昭 昭 部

十 和 和 」（
平 九 四 三 を

価 政 推 進
審 策 進 審
議 部 審 議
会 」 議 会
条 を 会 条
例 条 例「
等 総 例 の
の 合 一（
一 企 昭 部
部 画 和 改
改 部 三 正
正 」 十 ）

項 表 数
及 中 料
び 条
十 地 例
七 域
の 振 昭
項 興 和
を 部 三
削 関 十
り 係 一
、 使 年
十 用 山

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

成 年 十 十 「
十 山 九 七 総
四 口 年 年 合
年 県 山 山 企
山 条 口 口 画
口 例 県 県 部
県 第 条 条 」
条 四 例 例 に
例 十 第 第 改
第 三 四 三 め
三 号 十 十 る

） に 七
改 年
め 山
る 口
。 県

条
例
第
十
号
）

八 料 口
の 手 県
項 数 条
を 料 例
十 」 第
六 を 一
の 号「
項 総 ）
と 合 の
し 企 一
、 画 部

こ
に
公
布
す
る
。

十 ） 二 八 。
六 第 号 号
号 六 ） ）
） 条 第 第
第 八 四
七 条 条
条

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

同 部 を
項 関 次
の 係 の
次 使 よ
に 用 う
次 料 に
の 手 改
よ 数 正
う 料 す
に 」 る
加 に 。

す
る
。

え 改
る め
。 、

同
表
九
の
項
及
び
十

七

の
項
を
削
り
、
別
表
第
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別
表
第
一
号
の
五
中

山
山 口 山
口 県 平 口
県 山 条 成 県
の 口 例 二 の
事 県 第 十 事
務 の 六 五 務
処 事 号 年 処
理 務 三 理

こ 十
の 土 一
条 附 地
例 の 収
は 則 所 益
、 有 を
平 者 分
成 又 収

第 第
二 ヘ ホ 二
条 た る 条
中 め 中 改 中 第
第 の 小 正 小 十
十 資 企 前 企 三
三 金 業 の 業 号
号 者 中 の 中

山
本 口
人 県 平
確 本 条 成
認 人 例 二
情 確 第 十
報 認 五 五
の 情 号 年
利 報 三

「
萩
市
」
を
「
下
関
市
、
萩
市

の 処 月 の
特 理 十 特
例 の 九 例
に 特 日 に
関 例 関
す に す
る 関 る
条 す 条
例 る 例

条 の（
平 例 一
成 の 部

二 は す
十 そ る
五 の こ
年 相 と
四 続 を
月 人 条
一 の 件
日 生 と
か 存 し
ら の て
施 事 森
行 実 林

を の 小 事 ホ
第 行 企 業 を
十 う 業 活 ト
四 他 近 動 と
号 の 代 の し
と 事 化 活 、
し 業 資 性 ニ
、 者 金 化 の
第 と 等 等 次
十 の 助 の に
二 連 成 た 次
号 携 法 め の

用 の 月
及 利 十
び 用 九
提 及 日
供 び
に 提
関 供
す に
る 関
条 す
例 る

条
」
に
改
め
、
同
表
第
一
号
の

十 一 を
二 部 改
年 を 正
山 改 す
口 正 る
県 す 条
条 る 例
例 条 を
第 例 こ
二 こ
号 に

す 又 経
る は 営
。 氏 の

名 用
若 に
し 供
く し
は て
住 い
所 る
の 土

を 若 の よ（
第 し 昭 中 う
十 く 和 小 に
三 は 三 企 加
号 事 十 業 え
と 業 一 関 る
し の 年 係 。
、 共 法 法
第 同 律 律
十 化 第 の
一 、 百 一

（
平 例
成 の
十 一
九 部
年 を
山 改
口 正
県 す
条 る
例 条
第 例

七
中
「
宇
部
市
」
の
下
に

） 公
の 布
一 す
部 る
を 。
次
の
よ
う
に
改

確 地
認 に
に 係
係 る
る 地
も 上
の 権

を
設
定
す

号 中 十 部
を 小 五 を
第 企 号 改
十 業 ） 正
二 の 第 す
号 集 二 る
と 積 条 法
し の 第 律
、 活 二 （
第 性 項 平
十 化 に 成

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う「

、
山
口
市
」
を
加
え
、
「
、

正 山
す 口る
。 県

知
事

山

る
契
約
に
関
す
る
事
務
で
あ

号 等 規 十
の に 定 一
次 寄 す 年
に 与 る 法
次 す 中 律
の る 小 第
一 事 企 二
号 業 業 百
を 又 設 二
加 は 備 十
え こ 近 二

に 山
改 口正
す 県
る 知。

事

山

周
防
大
島
町
、
和
木
町
、

本

繁
太
郎

っ
て
、
契
約
の
目
的
た
る

る れ 代 号
。 ら 化 ）

を 資 第
支 金 四
援 条
す の
る 規
事 定
業 に
の よ

本

繁
太
郎

八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

（
経 二
過
措 別
置 表
） 第

一
号
の

１ に（
一 施 改

こ 行 め
別 の 期 附 る
表 条 日 。
第 例 ） 則
一 は
号 、
の 平

を り 表 口 長 え
削 、 第 市 門 、
り 第 二 、 市 同
、 三 十 萩 、 表
同 十 六 市 美 第
表 号 号 、 祢 十
第 の の 防 市 八
三 三 三 府 」 号
十 を 中 市 を の

を 市
別 第 」十 十 を表 八 四第 の 「

号 、十 五 の 山八
三 陽号 削 と 小の 除 し 野十

第 と 田
六 別 し 布
号 表 ホ 、 施
の 第 同 町
二 六 法 表 、
中 号 第 第 平
イ 中 三 六 生
を 十 号 町「
削 宇 四 中 及

七
及
び
第
三
十
五
号
ニ
の
改
正

七 成
及 二
び 十
第 五
三 年
十 四
五 月
号 一
ニ 日
の か
改 ら
正 施

五 第 、 加 十「
号 三 宇 岩 え 四
ニ 十 部 国 、 中
中 号 市 市 「 「

の 」 、 及 岩「
宇 二 の 光 び 国
部 と 下 市 周 市
市 し に 、 防 」
」 、 柳 大 の「
の 第 、 井 島 下
下 三 山 市 町 に
に 十 口 、 」

、 田一
同 市中
表 及「
第 び岩
十 阿国
八 武市
号 町」
の 」の
五 に下
を 改に
次 め「
の 、

り 部 条 チ び
、 市 第 を 阿
ロ 、 一 リ 武
を 山 項 と 町
イ 口 に し 」
と 市 お 、 を
し 、 い ホ 「
、 萩 て か 及
ハ 市 準 ら び
を 、 用 ト 各
ロ 防 す ま 町
と 府 る で 」

規
定
（
山
口
市
に
係
る
部
分

規 行
定 す

る（
山 。
口 た
市 だ
に し
係 、
る 次
部 の
分 各

「
号 市 美 を 、「

、 の 」 祢 光「
山 四 を 市 、 市
口 を 加 、 周 」
市 第 え 周 防 を
」 三 、 南 大 加
を 十 同 市 島 え
加 号 表 、 町 、
え の 第 山 、 同
、 三 二 陽 田 表

と 十 小 布 第

、
よ 同光
う 表市
に 中」
改 第を
め 十加 る 四え 。 号、 の同 二表 及第 び

し 市 法 を に
、 、 第 ヘ 改
ニ 下 二 か め
を 松 十 ら 、
ハ 市 四 チ 同
と 、 条 ま 表
し 岩 の で 第
、 国 三 と 三

市 第 し 号「
山 、 二 、 中
口 光 項 ニ

に
限
る
。
）

平
成
二
十
六

を 号
除 に
く 掲
。 げ
） る

規
平 定
成 は
二 、
十 当
五 該

「
、 し 七 野 施 十
周 、 号 田 町 八
防 同 中 市 及 号
大 表 、 び の「
島 第 防 」 阿 十
町 三 府 を 武 五
、 十 市 削 町 中
和 一 」 り 」 「
木 号 の 、 に 防
町 中 下 改 府「
、 に 及 め 市

十 第八 十号 四の 号十 の二 三及 をび 削
第 り
十 、
八 第

「
市 市 の の 各
、 、 規 次 市
萩 長 定 に 町
市 門 に 次 」
、 市 よ の を
長 、 る よ 「
門 柳 届 う 各
市 井 出 に 町
及 市 を 加 」
び 、 受 え に
」 美 理 る 改

年
一
月
一
日

年 各
十 号
一 に
月 定
一 め
日 る

日
か
ら
施
行

「
田 宇 び 、 」「
布 部 、 阿 同 の
施 市 下 武 表 下
町 、 松 町 第 に
、 山 市 」 十 「
平 口 」 を 八 、
生 市 を 号 下「
町 、 加 、 の 松
及 」 え 阿 十 市
び 及 、 武 六 」
阿 び 同 町 中 を

号 十
の 四
十 号
三 の
中 四

を「
柳 第
井 十
市 四
」 号
の の

を 祢 す 。 め
削 市 る 、
り 、 こ 同
、 周 と 表
同 南 。 中
表 市 第
第 、 四
十 山 号
二 陽 を
号 小 削
の 野 り

九

す
る
。

武 表 及 、「 「
町 及 中 び 下 「
」 び 第 各 関 光
を 山 三 市 市 市

陽 十 」 、 」「
及 小 号 に 宇 の
び 野 の 改 部 下
各 田 二 め 市 に
町 市 を 、 、 「
」 」 削 同 山 、

下 二
に と

し「
、 、
美 第
祢 十
市 四
」 号
を の
加 五

四 田 、
中 市 第

、 四「
及 」 号
び を の
山 削 二
陽 り を
小 、 第
野 同 四
田 表 号



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
口
県
地
方
警
察
職

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 地
県 第 十 方
地 八 五 警
方 号 年 察
警 三 職

号 条「
こ 五 第中
の 、 三「
条 附 二 号三
例 五 中、
は 則 五 一 「
、 人 一七
平 」 、二
成 を 二人

山
第 山 口
二 口 県 平
条 県 山 条 成
第 学 口 例 二
一 校 県 第 十
号 職 学 七 五
中 員 校 号 年

定 職 三「

２
山 規 掲
口 定 げ 改
県 は る 正
学 、 事 後
校 適 務 の
職 用 を 山
員 し 除 口
定 な く 県

員
定
数
条
例
（
昭
和
三
十
二
年

察 月 員
職 十 定
員 九 数
定 日 条
数 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す

二 〇」「
十 五 五を
五 、 人「
年 二 」三
四 二 を、
月 四 一 「
一 人 一五
日 」 、五
か に 二人
ら 、 二」
施 三に「
行 四 人

二 数 員 月
、 条 定 十
二 例 数 九
七 条 日（
八 昭 例
人 和 の
」 三 一
を 十 部

一 を「
二 年 改
、 山 正
二 口 す

数 い 。 の
条 。 ） 事
例 の 務
の う 処
一 ち 理
部 、 の
を こ 特
改 の 例
正 条 に
す 例 関
る の す
条 施 る

山
口
県
条
例
第
十
六
号
）
の

正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る

、
す 二 」「
る 一 に一
。 人 、九

」 二 「
を 一人 六」「
四 三を一 人「四 」一人 を八」

三 県 る
六 条 条
人 例 例
」 第
に 五
、 十

一「
五 号
三 ）
六 の
人 一

例 行 条
を の 例
こ 日 （
こ 前 以
に に 下
公 知 「
布 事 改
す が 正
る し 後
。 た の

許 条
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

。 九 「
に 一人、 五」 九「 に五 人、、 」
六 に「

三七 、、六 「三人 一六」 、
四を 三

」 部
を を

次「
五 の
三 よ
〇 う
人 に
」 改
に 正
、 す

る

可 例
等 」
の と
処 い
分 う
そ 。
の ）
他 別
の 表
行 の
為 上

る
。

山
口
県
知
事

山

人 六「
」五 八
を、 人

六 」「
三三 を
、八 「
三人 一
四」 、
四に 三
人改 八
」め 二

「
二 。 山
、 口八
一 県
四 知人
」 事
を
「
二 山
、

に 欄
係 に
る 掲
も げ
の る
に 事
つ 務
い （
て 同
は 表
、 第

本

繁
太
郎

にる 人
改。 」
め に
、 改
同 め
条 、
第 同
五 条
号 第
中 四

七
六 本
六
人
」 繁
に 太改
め 郎
、
同

改 十
正 八
後 号
の の
条 十
例 四
第 の
二 上
条 欄
の に

一
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

措「
置（

同 条
項 例
の の
規 一
定 部
に を

第 （
二 職 し く

附 条 員 た 。
則 の 額 ）
第 職 退 に 」
五 員 職 前 を
項 の 手 項 削
中 退 当 に り

職 に 定 、「

第 （
む 一 職

附 。 附 条 員
こ 次 の則則
の 項 職 退第第
場 に 員 職三三
合 お の 手十十
に い 退 当項一
お て 職 に中項

山
口 職
県 平 員

職 条 成 の
員 例 二 退
の 第 十 職
退 九 五 手
職 号 年 当
手 三 に

八
こ 人 第
の 」 二
条 附 に 条
例 改 中
は 則 め 「
、 る 八
平 。 八
成 八

該 改
当 正
す する る退 条職 例を
し （

昭た 和者
三に
十あ

第 手 関 め 「
三 当 す る そ
条 に る 割 の
中 関 条 合 者
傷 す 例 を の
病 る の 乗 勤
に 条 一 じ 続
よ 例 部 て 期
り の を 得 間
退 一 改 た を
職 部 正 」 三
し を す に 十

い 同 手 関中 「
て じ 当 す二「
、 。 に る十三
第 ） 関 条年十
六 」 す 例以六 条 を る の上年 の 削 条 一」」 五 り 例 部及の 第 、 改び （下 一 昭 正「に 「
項 百 和 ）及
中 分 二「

当 月 関
に 十 す
関 九 る
す 日 条
る 例
条 等
例 の
等 一
の 部
一 を
部 改
を 正

二 人
十 」
五 を
年 「
四 八
月 八
一 九
日 人
か 」
ら に
施 、
行

七つ
年て
山は
口、
県二
条十
例五
第年

未 四
満 号
） ）

た 改 る 改 五
者 正 条 め 年
に す 例 る と
係 る の 。 し
る 条 一 て
退 例 部 前
職 改 項（
手 昭 正 の
当 和 ） 規
に 四 定
関 十 の

び以 の 十傷「
上 前 百 九病四 条 四 年又十 」 」 山は二 と を 口死年 あ 県亡「
以 る 百 条に下 の 分 例よ」 は の 第らを 、 八 五ず加 十 号

改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す

「
す 九
る 一
。 八

人
」
を
「
九
一
九
人

」 附
及 則
び 第

四「
、 項
新 」
条 を
例 「
第 第
三 三
条

す 八 例
る 年 に
部 山 よ
分 口 り
、 県 計
新 条 算
条 例 し
例 第 て
第 三 得
四 十 ら
条 九 れ

、「
え 前 七 ）そ、 条 」 のの並 に 一者「

び 改 部（ のに め を傷 都附 、 次病 合則 同 の又 に第 項 よは よ三 に う死 り十 後 に亡 退項 段 改に

る
。

」
に
、
「
九
四
六
人
」
を

条か から ら第 第五 五条 条の
ま三
でま
」で
に及
改び

若 号 る
し ） 」
く の を
は 一 「
第 部 同
五 を 項
条 次 又
又 の は
は よ 第
山 う 五
口 に 条

職」 と 正よ しと し すら たす て るず 者る 次 。、
。 の （

そ 第よの 十う者 二にの 条加都 第え合 一る

山
口
県
知
事

山

「
九
四
八
人
」
に
、
「
三
、
六

め条
、例

第 「
二五
十十

一 年号
一 以附

則 上
第 」
六 、

県 改 の
職 正 二
員 す の
等 る 規
退 。 定
職 に
手 よ
当 り
暫 計
定 算

に 項。
よ 各
り 号
退 に
職 掲
し げ
た る
者 者
を を
除 含

本

繁
太
郎

〇
四
人
」
を
「
三
、
六
〇
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手
当
に
関
す
る
条
例

２ １（ （
経 施 の

こ 過 こ 行 」
の 措 の 期 附 及
条 置 条 日 び
例 ） 例 ） 則 「
の は 附
施 、 則
行 平 第

よ 二 の に
十 者 よ 附ら
年 の り 則な
以 当 又 第い
上 該 は 二傷
の 勤 公 項病
者 続 務 中に

期 によ （ 「

第 第（ （
四 職 三 職
条 員 附 条 員 附

の 則 の 則
職 退 第 職 退 第
員 職 四 員 職 七
の 手 項 の 手 項
退 当 中 退 当 中
職 に 職 に「 「

６ 項
得 年 附 の
た 以 適 則 規
額 下 用 第 定
と で 日 六 に
す あ に 項 か
る る 在 を か
。 者 職 次 わ

（
以
下
「
改
正
後
の
退
職
手
当

の 成 十
日 二 一

十 項（
以 五 の
下 年 規

四 定「
施 月 に
行 一 よ
日 日 る
」 か 改
と ら 正
い 施 後

四 間 よ 退り
十 を ら 職退
二 三 な 手職
年 十 い 当し
以 五 傷 のた
下 年 病 額も
の と に がの
者 し よ 」を
で て り を除
傷 旧 退く 「
病 条 職 額。
又 例 し

手 関 四 手 関 、
当 す 十 当 す 新
に る 四 に る 条
関 条 年 関 条 例
す 例 」 す 例 第
る の を る 等 五
条 一 条 の 条「
例 部 四 例 一 か
の を 十 等 部 ら
一 改 二 の を 第
部 正 年 一 改 五
を す 」 部 正 条

に す の ら
対 る よ ず
す 職 う 」
る 員 に を
退 の 改 削
職 う め り
手 ち る 、
当 、 。 「
の 適 百
基 用 分
本 日 の
額 以 百

条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第

う 行 の
。 す 」
） る を
か 。 削
ら る
平 。
成
二
十
七
年

） （
は 附 た 当に
死 則 も 該あ
亡 第 の 勤っ
に 三 に 続て
よ 十 あ 期は ら 項 っ 間、 ず の て が百 に 規 は 四四 そ 定 、 十分 の の そ 三の 者 例 の 年

改 る に を す の
正 条 改 改 る 三
す 例 め 正 条 ま
る の る す 例 で
条 一 。 る の 及
例 部 条 一 び

改 例 部 条（
平 正 改 例（
成 ） 平 正 第
十 成 ） 五
八 十 十

は 後 四
、 に 」
当 新 を
分 条 「
の 例 百
間 第 分
、 三 の
同 条 八
項 第 十
又 一 七
は 項 」

三
十
項
（
改
正
後
の
退
職
手

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

八 の に 者 又十 都 よ が は七 合 り 旧 四） に 計 条 十を よ 算 例 四乗 り し 第 年じ 退 て 五 のて 職 得 条 者
得 し ら の で
た た れ 規 あ
額 も る 定 っ

年 五 号
山 年 附
口 山 則
県 口 第
条 県 六
例 条 項
第 例 の
十 第 規
八 六 定
号 十 に
） 五 か

新 の に
条 規 改
例 定 め
第 に る
五 該 。
条 当
の す
二 る
の 退
規 職
定 を

当
条
例
附
則
第
三
十
二
項
及

お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ

が の 額 に て
」 及 ） 該 、
に び に 当 傷
改 三 そ す 病
め 十 れ る 若
、 七 ぞ 退 し

年 れ 職 く「
附 以 百 を は
則 上 分 し 死
第 四 の た 亡
十 十 八 も に

の 号 か
一 ） わ
部 の ら
を 一 ず
次 部 」
の を を
よ 次 削
う の る
に よ 。
改 う
正 に

に し
よ 、
り か
計 つ
算 、
し そ
た の
額 勤
に 続
前 期
項 間

び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る

る
改
正
後
の
職
員
の
退
職

項 二 十 の よ
の 年 七 と ら
規 以 み ず（
定 下 当 な に
に の 該 し そ
よ 者 勤 、 の
る で 続 か 者
改 公 期 つ の
正 務 間 、 都
後 に が そ 合

す 改
る 正
。 す

る
。

に が
定 三
め 十
る 六
割 年
合 以
を 上
乗 四
じ 十
て 二

一
二
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八
第 項
五 又
十 は
三 」
条 を
の 加
六 え

第 山
一 口

第 第 条 県
五 五 山 条
十 十 山 口 例
三 三 口 県 第
条 条 県 税 十
の の 税 賦 号
五 三 賦 課

山 か「
平 口 百 ら
成 県 四 平
二 税 分 成
十 賦 の 二
五 課 九 十
年 徴 十 六
三 収 二 年

４
九 則 日 七
十 第 施 ま 」
八 二 行 で と
」 項 日 の あ
と の か 間 る
、 規 ら に の
同 定 平 お は
年 の 成 い 、

３
則 に 改「

施 百 つ 正第
行 分 い 後五
日 の て の項
か 九 は 職（
ら 十 、 員同
平 八 改 の条
成 」 正 退例

第 、
二 「
項 百
中 分

の「
百 二
分 十
の 五
二 」
十 を
五 「
」 六

第 中 課 徴
一 徴 収「
項 百 収 条
及 分 条 例
び の 例 の
第 二 一（
二 十 昭 部
項 五 和 を
中 」 二 改

を 十 正「
百 五 す「
分 六 年 る

月 条 」 三
十 例 と 月
九 の す 三
日 一 る 十

部 。 一
を 日
改 ま
正 で
す の
る 間
条 に
例 お

四 適 二 て 施
月 用 十 は 行
一 に 七 日「
日 つ 年 百 か
か い 三 分 ら
ら て 月 の 平
平 は 三 九 成
成 、 十 十 二
二 同 一 二 十
十 項 日 」 六
七 中 ま と 年
年 で す 三

二 と 後 職附
十 、 の 手則
七 同 退 当第
年 年 職 に七
三 四 手 関項
月 月 当 すに
三 一 条 るお
十 日 例 条い
一 か 附 例て
日 ら 則 等そ
ま 平 第 のの
で 成 三 一

を 十
三「

六 分
十 の
三 十
分 七
の 」
十 に
七 改
」 め
に る

の 十 山 条
二 三 口 例
十 分 県
五 の 条
」 十 例
を 七 第

」 三「
六 に 十
十 改 九
三 め 号
分 る ）

を い
こ て
こ は
に 「
公 百
布 四
す 分
る の
。 九

十
八

「
三 百 の る 月
月 分 間 。 三
三 の に 十
十 八 お 一
一 十 け 日
日 七 る ま
ま 」 第 で
で と 四 の
の あ 条 間
間 る の に
に の 規 お

例
の 二 十 部に
間 十 項 をよ
に 七 中 改る
お 年 正場 「
け 三 百 す合 る 月 分 るを 第 三 の 条含 二 十 八 例む 条 一 十 附。 の 日 七 則） 規 ま 」 第

改 。
め
る
。

の 。 の
十 一
七 部
」 を
に 次
改 の
め よ
、 う
同 に
条 改
第 正

」
と
、
同
年
四
月
一
日
か
ら

お は 定 い
い 、 に て
て 施 よ は
は 行 る 「

日 改 百「
百 か 正 分
分 ら 後 の
の 平 の 九
九 成 職 十
十 二 員 八
二 十 の 」

及 定 で と 四び に の あ 項第 よ 間 る に六 る に の お項 改 お は いの 正 い 、 て規 後 て 施 そ定 の は 行 の
の 職 日 例「
適 員 百 か に
用 の 分 ら よ

三 す
項 る
中 。
「
第
四
十
二
条
第
六

山 平
成口 二

県 十
七知 年

事 三
月
三

山 十
一

」 六 退 と
と 年 職 、
、 三 手 同

月 当 年「
百 三 に 四
四 十 関 月
分 一 す 一
の 日 る 日
八 ま 条 か
十 で 例 ら
七 の の 平

に 退 の 平 る
つ 職 九 成 場
い 手 十 二 合
て 当 二 十 を
は に 」 六 含
、 関 と 年 む
同 す す 三 。
条 る る 月 ）
例 条 。 三 及
附 例 十 び
則 の 一 第

一
三

項
（
」
の
下
に
「
同
条
第

日
本 ま

で
の

繁 間
に太 お

郎 い
て
は

」 間 一 成
と に 部 二
あ お を 十
る い 改 七
の て 正 年
は は す 三
、 る 月「
施 百 条 三
行 分 例 十
日 の 附 一

第 一 日 三
五 部 ま 十
項 を で 一
中 改 の 項

正 間 の「
百 す に 規
分 る お 定
の 条 い の
八 例 て 適
十 附 は 用
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（
地
方
消
費
税
に
関
す

１ （
二 一 施

月 こ 行
第 一 第 の 期 附
二 日 一 条 日
条 条 例 ） 則
の 中 は
規 第 、
定 八 平

第
二

第 条 字 項 第
五 句 第 一
十 山 に 五 項
三 口 そ 号 第
条 県 れ ハ 一
の 税 ぞ 号
三 賦 れ の イ

に
成 準 く 次 附
二 で 。 軽 の 則
十 施 ） 油 一 第
六 行 の を 項 九
年 規 う 内 を 条
三 則 ち 燃 加 の
月 で 、 機 え 五

第 う 精
第 四 。 神 第
八 項 ） に 八
十 中 」 障 十
九 を 害 条「
条 身 を の「
第 体 身 有 三
一 障 体 し 第

る
経
過
措
置
）

及 十 成
び 条 二
附 の 十
則 三 六
第 、 年
十 第 四
二 八 月
項 十 一
か 九 日
ら 条 か
第 第 ら
二 一 施

、 課 読 項 の
第 徴 み 及 項
五 収 替 び 、
十 条 え 第 第
三 例 る 八 八
条 の も 十 十
の 一 の 四 四
五 部 と 条 条
及 を す 第 第
び 次 る 一 一
第 の 。 項 項
五 よ 第 第

三 定 道 関 る 第
十 め 路 の 。 四
一 る 運 燃 項
日 も 送 料 第
ま の 車 と 二
で に 両 し 号
の 適 法 て イ
間 合 第 用 中
に す 四 い 「
新 る 十 る 及
車 も 一 自 び
新 の 条 動 次

項 害 障 歩 一
中 者 害 行 項

、 者 が 第「
、 」 等 困 三
当 を の 難 号
該 た な 中「
身 身 め 者 「
体 体 に 身（
障 障 当 以 体
害 害 該 下 に
者 者 身 」「
」 等 体 精 を

十 項 行
一 及 す
項 び る
ま 附 。
で 則 た
の 第 だ
規 九 し
定 条 、

の 次
平 五 の
成 の 各

十 う 五 一
三 に 号 号
条 改 ハ ロ
の 正 の
六 す の 項
第 る 項 、
二 。 に 第
項 限 八
中 る 十

。 四「
六 ） 条

規 に の 車 項
登 対 規 」（
録 す 定 ト を
を る に ラ 「
受 第 よ ッ 、
け 八 り ク 次
た 十 平 、 項
場 四 成 バ 及
合 条 二 ス び
に 第 十 及 第
あ 一 一 び 十

を 、 障 神 「
」 害 障 身「

、 に 者 害 体
当 改 等 者 若
該 め 」 」 し
身 る に と く
体 。 改 い は
障 め う 精
害 、 。 神
者 同 ） に
等 条 の 」

二 改 号
十 正 に
七 規 掲
年 定 げ
十 並 る
月 び 規
一 に 定
日 附 は

則 、
第 当
二 該

十 の 第
三 上 一
分 欄 項
の に 第
十 掲 五
七 げ 号
」 る イ
を 規 の

定 項「
七 中 、
十 同 第

つ 項 年 三 項
て の 十 輪 」
は 規 月 の に
、 定 一 小 改
平 の 日 型 め
成 適 以 自 、
二 用 降 動 同
十 に に 車 項
六 つ 適 並 第
年 い 用 び 三
度 て さ に 号

」 第 た に
に 二 め 、
改 項 に 「
め 第 当 身
る 二 該 体
。 号 身 障

ロ 体 害
中 障 者

害 」「
身 者 」
体 若 を

十 各
二 号
項 に
及 定
び め
第 る
二 日
十 か
三 ら
項 施
の 行

八 表 八
分 の 十
の 中 四
二 欄 条
十 に 第
二 掲 一
」 げ 項
に る 第
改 字 五
め 句 号
る は ロ

分 は れ 充 中
の 、 る 電 「
自 当 べ 機 次
動 該 き 能 項
車 自 も 付 」
税 動 の 電 の
に 車 と 力 下
限 が し 併 に
り 平 て 用 「
、 成 定 自 及
第 二 め 動 び

障 し 「
害 く 身
者 は 体
が 精 障
」 神 害
を 障 者

害 等「
身 者 」
体 」（
障 以 に
害 下 、

規 す
定 る

。
平
成
二
十
五
年
四

。 、 の
同 項
表 、
の 第
下 八
欄 十
に 四
掲 条
げ 第
る 一

四 十 ら 車 第
に 十項 五 れ

の 年 た 該 項
表 四 排 当 」

月 出 す を（
第 一 ガ る 加
八 日 ス も え
十 か 保 の 、
四 ら 安 を 同
条 平 基 除 条

者 「 「
身等 身

が 体 体
」 障 障
に 害 害
改 者 者
め 等 若
、 」 し
同 と く
条 い は

一
四
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第
一
項

表 み 入 記 四 行
の 替 れ 載 後 日
下 え 等 し 段 以
欄 ら に た の 後
に れ 係 も 規 に
掲 た る の 定 終
げ 改 消 を に 了
る 正 費 提 よ す

４ ３
合 二 た

改 に 条 改 課
正 つ 第 正 税
後 い 一 後 資
の て 項 の 産
条 は 、 条 の
例 、 第 例 譲
附 な 四 附 渡

２
引 号 の に
き に 七 関 別
取 規 十 す 段
ら 定 七 る の
れ す 第 部 定
る る 一 分 め
課 課 号 は が
税 税 に 、 あ

額十掲合記条に同
三げに載第掲法
分るあし一げ第
の金つた項る四
十額て申各金十

字 後 税 出 り る
句 の 額 す 読 消
と 条 が る み 費
す 例 含 場 替 税
る 第 ま 合 え 法
。 五 れ に ら 第

十 て お れ 四
三 い い た 十
条 る て 改 二
の と 、 正 条
五 き 同 後 第
各 は 号 の 一

則 お 項 則 等
第 従 又 第 及
七 前 は 七 び
条 の 第 条 施
の 例 六 の 行
三 に 項 三 日
後 よ に 後 前
段 る 規 段 に
及 。 定 及 保
び す び 税
第 る 第 地
七 課 七 域

貨 資 規 こ る
物 産 定 の も

の す 条 の（
同 譲 る 例 を
項 渡 事 の 除
第 等 業 施 き
十 を 者 行 、
一 い を の 第
号 う い 日 一
に 。 う 条（
規 以 。 以 の
定 下 以 下 規七）は告号額二

を、、書に 条（
乗当同を掲同第
じ該項提げ法一
て金第出る第項
得額四す事四第
たに号る項十一
金六に場を三号

条税た額及し第山た同
第期金 びき一口場法（

項 、 に 条 項
の こ 掲 例 、
規 れ げ 第 第
定 ら る 五 四
の の 金 十 項
適 事 額 三 又
用 業 の 条 は
に 者 計 の 第
つ に 算 五 六
い 対 の 各 項
て す 基 項 に

条 税 条 か
の 期 の ら
四 間 四 引
後 が 後 き
段 施 段 取
の 行 の っ
規 日 規 た
定 以 定 課
に 後 に 税
よ に よ 貨
り 開 り 物

す 同 下 定「
る じ 同 施 に
課 。 じ 行 よ
税 ） 。 日 る
貨 及 ） 」 改
物 び が と 正
を 施 行 い 後
い 行 う う の
う 日 課 。 山
。 以 税 ） 口
以 後 資 以 県一間額控同れ号県合第

項と）除項なイ条に四
のみ、し第かに例お十
規な消き一つ掲第け三
定し費れ号たげ る条
をて税なロ金る号山第
適改法かに額金。口一
用正第つ掲が額以県項
し条四たげあか下税に
て例十金るるらこ賦規
算附三額金場同の課定

は る 礎 の 規
、 改 と 規 定
次 正 な 定 す
の 後 る に る
表 の 金 よ 課
の 条 額 る 税
上 例 に 申 期
欄 附 経 告 間
に 則 過 書 に
掲 第 措 で 係
げ 七 置 消 る

読 始 読 に
み す み 係
替 る 替 る
え 場 え 地
ら 合 ら 方
れ に れ 消
た つ た 費
改 い 改 税
正 て 正 に
後 適 後 つ
の 用 の い

下 に 産 後 税
同 保 の に 賦
じ 税 譲 事 課
。 地 渡 業 徴
） 域 等 者 収
に 条（ （ （
係 同 消 地 例
る 項 費 方 （
地 第 税 税 以
方 二 法 法 下
消 号出則条が額合項条徴す

し第第あかに第に収る
た七一るらお二お条中
譲項項場同い号い例間
渡のに合項てイての申
割規規に第はに 一告「
額定定お二、掲改部対
ににすい号当げ正を象
相よるてロ該る条改期
当り中はに控金例正間
す読間、掲除額」すを

る 条 対 費 改
同 の 象 税 正
条 三 課 法 後
の 後 税 第 の
規 段 資 四 条
定 及 産 十 例
中 び の 三 附
同 第 譲 条 則
表 七 渡 第 第
の 条 等 一 七
中 の 又 項 条

条 し 条 て
例 、 例 は
第 こ 第 、
五 れ 五 な
十 ら 十 お
三 の 三 従
条 課 条 前
の 税 の の
五 期 五 例
各 間 の に
項 が 規 よ

（ （ 「
費 に 昭 昭 改
税 規 和 和 正
に 定 六 二 後
つ す 十 十 の
い る 三 五 条
て 保 年 年 例
適 税 法 法 」
用 地 律 律 と
し 域 第 第 い
、 を 百 二 う
施 い 八 百 。

一
五

るみ申当げしをとる一
金替告該るき控い条の
額え対控金れ除う例課
て象除額なし。 税（
適期しをかた）平期
用間き控つ残附成間
さをれ除た額則二と
れ一なし金 第十み（
るのかた額控七五な
次課つ残）除項年し

欄 四 は 第 の
に 後 経 四 三
掲 段 過 号 後
げ の 措 に 段
る 規 置 掲 及
字 定 対 げ び
句 に 象 る 第
は よ 課 金 七
、 り 税 額 条
同 読 仕 を の

に 施 定 る
規 行 は 。
定 日 、
す 前 消
る に 費
事 開 税
業 始 法
者 し 第
が た 四
施 場 十

行 う 号 二 ）
日 。 ） 十 の
前 以 第 六 規
に 下 二 号 定
事 同 条 ） 中
業 じ 第 第 地
者 。 一 七 方
が ） 項 十 消
行 か 第 二 費
っ ら 九 条 税
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五

前
各
号
に
掲
げ

６
四 三 二 一

る 附
消 場 消 施 施 則
費 合 費 行 行 第
税 を 税 日 日 四
法 含 法 前 前 項
改 む 改 に に の
正 。 正 事 事 経

５
資 に 第 る
産 よ 七 等 前
の り 条 の 項
譲 、 第 法 の
渡 消 一 律 経
等 費 項 過（
を 税 、 平 措
い 法 第 成 置

第
三
項

第
二
項

る
も
の
の
ほ
か
、
消
費
税
法
改

法 ） 法 業 業 過
附 、 附 者 者 措
則 第 則 が が 置
第 十 第 保 行 対
五 一 五 税 っ 象
条 条 条 地 た 課
第 又 第 域 課 税
七 は 六 か 税 仕
項 第 項 ら 仕 入

十 引 入 れ（ （
消 二 消 き れ 等
費 条 費 取 と

う 改 八 二 対
。 正 条 十 象

法 第 四 課
第 一 年 税
二 項 法 資
条 若 律 産
の し 第 の
規 く 六 譲
定 は 十 渡
に 第 八 等
よ 十 号 と
る 四 。 は

額十掲合記条に同
三げに載第掲法
分るあし一げ第
の金つた項る四
十額て申各金十

額十掲合記条に同
三げに載第掲法
分るあし一げ第
の金つた項る四
十額て申各金十

正
法
附
則
第
十
九
条
の
規
定

（
税 の 税 っ 消 は
法 規 法 た 費 、
改 定 改 課 税 次
正 の 正 税 法 に
法 適 法 貨 第 掲
附 用 附 物 二 げ
則 を 則 条 る
第 受 第 第 も
七 け 六 一 の
条 る 条 項 を
第 課 第 第 い

改 条 以 、
正 第 下 社
前 一 会「
の 項 消 保
消 の 費 障
費 規 税 の
税 定 法 安
法 又 改 定

は 正 財（
以 同 法 源
下 条 」 の

七）は告号額二
を、、書に 条（
乗当同を掲同第
じ該項提げ法六
て金第出る第項
得額四す事四第
たに号る項十一
金六に場を三号

割規規に第はにた同
額定定お二、掲場法

七）は告号額二
を、、書に 条（
乗当同を掲同第
じ該項提げ法四
て金第出る第項
得額四す事四第
たに号る項十一
金六に場を三号

割規規に第はにた同
額定定お二、掲場法

に
基
づ
く
政
令
の
規
定
に
よ

三 税 二 十 う
項 資 項 二 。
に 産 、 号
お の 第 に
い 譲 七 規
て 渡 条 定
準 等 第 す
用 二 る
す 項 課
る 、 税
場 第 仕

第 と 確「
旧 四 い 保
消 項 う 等
費 若 。 を
税 し ） 図
法 く 附 る
」 は 則 税
と 消 第 制
い 費 二 の
う 税 条 抜
。 法 、 本

ににすい号当げ合第
相よるてロ該るに四
当り中はに控金お十
す読間、掲除額け三
るみ申当げしをる条
金替告該るき控改第
額え対控金れ除正一
て象除額なし条項
適期しをかた例に
用間き控つ残附規
さをれ除た額則定

ににすい号当げ合第
相よるてロ該るに四
当り中はに控金お十
す読間、掲除額け三
るみ申当げしをる条
金替告該るき控改第
額え対控金れ除正一
て象除額なし条項
適期しをかた例に
用間き控つ残附規
さをれ除た額則定

り
旧
消
費
税
法
第
二
十
九
条

合 八 入
を 条 れ
含 第 を
む 二 い
。 項 う
） 又 。
の は 以
規 第 下
定 十 同
の 四 じ
適 条 。

） 改 第 的
第 正 五 な
二 法 条 改
十 附 第 革
九 則 一 を
条 第 項 行
に 十 か う
規 九 ら た
定 条 第 め
す の 五 の
る 規 項 消

れ一なし金 第す（
るのかた額控七る
次課つ残）除項中
条税た額及し第間
第期金 びき一申（
一間額控同れ号告
項と）除項なイ対
のみ、し第かに象
規な消き一つ掲期
定し費れ号たげ間
をて税なロ金るを

れ一なし金 第す（
るのかた額控七る
次課つ残）除項中
条税た額及し第間
第期金 びき一申（
一間額控同れ号告
項と）除項なイ対
のみ、し第かに象
規な消き一つ掲期
定し費れ号たげ間
をて税なロ金るを

に
規
定
す
る
税
率
が
適
用

用 第 ）
を 二
受 項
け に
る お
課 い
税 て
仕 準
入 用
れ す

税 定 ま 費
率 に で 税
が 基 、 法
適 づ 第 の
用 く 六 一
さ 政 条 部
れ 令 第 を
る の 一 改
課 規 項 正
税 定 、 す

適改法かに額金一
用正第つ掲が額の
し条四たげあか課
て例十金るるら税
算附三額金場同期
出則条が額合項間
し第第あかに第と
た七一るらお二み
譲項項場同い号な
渡のに合項てイし

適改法かに額金一
用正第つ掲が額の
し条四たげあか課
て例十金るるら税
算附三額金場同期
出則条が額合項間
し第第あかに第と
た七一るらお二み
譲項項場同い号な
渡のに合項てイし

一
六
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政 附
令 則
の 第
規 七
定 条
に 第

二
イ

六 令 項 次
条 の 、 当 の
第 規 第 イ該
二 定 九 に課
項 に 条 掲税
、 よ か げ期

一 控 （
ロ イ 除 控

税 次 し 除
額 当 当 の て し
の 該 該 イ 得 き
合 課 課 に た れ
計 税 税 掲 譲 な
額 期 期 げ 渡 か

金 例 用 者 規
に に 定額 （

平 つ 対 すが
成 い す るあ
二 て る 経る
十 は 改 過場
五 、 正 措合
年 同 後 置に

７
て 条 施
、 行 改 さの
当 日 正 れ三
該 以 後 る後
課 後 の 課段
税 に 条 税及
期 終 例 資び
間 了 附 産第

よ 三
り 項
読 に
み お
替 い
え て
て 準
適 用
用 す
さ る
れ 場
る 合

第 り ら る間
七 な 第 金中
条 お 十 額に
第 従 二 に当
二 前 条 百該
項 の ま 分事
、 例 で の業
第 に 若 二者
八 よ し 十が
条 る く 五行
第 こ は をっ
二 と 第 乗

間 間 る 割 つ
中 中 金 額 た
に に 額 」 金
当 当 に と 額
該 該 百 す が
事 事 分 る あ
業 業 の 。 る
者 者 二 場
が が 十 合
行 行 五 に
っ っ を お
た た 乗 い

山 項 の 対お
口 中 条 象い
県 例 課て 「
条 当 附 税は
例 該 則 仕、
第 消 第 入当

費 七 れ該
号 税 条 等控
） 額 の に除
附 、 三 係し
則 こ 後 るき
第 れ 段 消

に す 則 の七
係 る 第 譲条
る 課 七 渡の
同 税 条 等四
項 期 の 又後
に 間 三 は段
規 後 当の （
定 地 段 該規
す 方 及 課定
る 税 び 税に
消 法 第 資よ
費 第 七 産

消 を
費 含
税 む
法 。
改 ）
正 の
法 規
第 定
二 若
条 し
の く

た
項 と 十 じ前
又 さ 四 て項
は れ 条 得に
第 た 第 た規
十 旧 三 金定
四 消 項 額す
条 費 の 及る第 税 規 び経二 法 定 次過項 第 若 の措に 三 し ロ

課 附 じ て
税 則 て は
資 第 得 、
産 五 た 当
の 項 金 該
譲 に 額 控
渡 規 及 除
等 定 び し

す 次 き（
附 る の れ
則 経 ロ な

れ
七 を 及 費な
項 課 び 税か
第 税 第 額つ
一 標 七 がた
号 準 条 含金 イ と の ま額 に し 四 れ） 掲 て 後 、及 げ 算 段 かび る 定 の つ同 金 し 規 、

り
税 七 条 の読
額 十 の 譲み
の 二 四 渡替
計 条 後 等え
算 の 段 にらの 七 の 係れ基 十 規 るた礎 八 定 課改と 第 に 税正な 三 よ 仕後る 項 り 入

規 は
定 消
に 費
よ 税
る 法
改 改
正 正
後 法
の 附
消 則
費 第

置お 章 く に対い の は 掲象て 規 同 げ課準 定 条 る税用 又 第 金仕す は 四 額入る 消 項 にれ場 費 若 六
等合 税 し 十
にを 法 く 三
つ含 改 は 分

第 過 に か
五 措 掲 つ
項 置 げ た
に 対 る 金
規 象 金 額
定 課 額 ）
す 税 に 、
る 資 六 同
経 産 十 項
過 の 三 第
措 譲 分 一

項 額 た 定 第第 か 譲 に 二一 ら 渡 よ 号号 同 割 り にロ 項 額 読 掲に 第 」 み げ掲 二 と 替 るげ 号 あ え 金る イ る ら 額
金 に の れ が
額 掲 は た 第

の金 に 読 れ条額 規 み で例に 定 替 政第附 す え 令五則 る ら で十第 課 れ 定三五 税 た め条項 期 改 る
のに 間 正 も
六規 を 後 の
第定 い の

税 十
法 四

条（
以 第
下 四

項「
新 若
消 し
費 く
税 は
法 第

いむ 正 消 の
て。 法 費 十
、） 附 税 七
消若 則 法 を
費し 第 改 乗
税く 五 正 じ
法は 条 法 て
改第 第 附 得
正五 六 則 た
法条 項 第 金
附第 十 額

置 渡 の 号
対 等 十 に
象 に 七 掲
課 係 を げ
税 る 乗 る
資 消 じ 金
産 費 て 額
の 税 得 か
譲 額 た ら
渡 の 金 同
等 合 額 項

か げ 、 改 一
ら る 正 号「
同 金 山 後 に
項 額 口 の 掲
第 を 県 条 げ
二 控 税 例 る
号 除 賦 第 金
ロ し 課 五 額
に た 徴 十 を
掲 残 収 三 超
げ 額 条 条 え

一す う 条
項る 。 例
の経 以 第
規過 下 五
定措 同 十
に置 じ 三
よ対 。 条
る象 ） の
申課 に 六
告税 係 第
書資 る 一

」 十
と 九
い 条
う の
。 規

一 ） 定
七 第 に

三 基
章 づ
の く

（
則七 消 九 の
第 合項 費 条
二税 の 計（
条消 法 規 額
、費 改 定
第税 正 に
八法 法 基
条改 附 づ
第正 則 く

法 第 政 三

を 計 の 第
除 額 合 二
く 計 号
。 額 に
） 掲
に げ
係 る
る 金
消 額
費 を

る 例 の な（
金 控 の 六 い
額 除 一 第 と
を し 部 一 き
控 き を 項 は
除 れ 改 の 、
し な 正 規 当
た か す 定 該
残 つ る の 事
額 た 条 適 業

を産 改 項
提の 正 に
出譲 後 規
す渡 の 定
る等 条 す
場又 例 る
合は 附 事
に前 則 業
お項 第 者

に い 七 が
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口
県
条
例
第

号
）

項 す 象 同 の 第
の る 課 項 三 一
不 改 税 に 後 項
足 正 仕 規 段 の
額 後 入 定 の 規
、 の れ す 規 定
当 条 等 る 定 に
該 例 に 不 に よ

９
掲 控 し 部

改 げ 除 き を
正 る し れ 改
後 金 た な 正
の 額 残 か す
条 を 額 つ る
例 控 た 条（
附 除 控 金 例

８
る 条 象 号 施
。 例 課 に 行 改
こ 附 税 規 日 正
の 則 仕 定 以 後
場 第 入 す 後 の
合 七 れ る に 条
に 条 等 消 終 例
お の に 費 了 附

ロ
か 象 税 規
ら 課 当 額 定
控 税 該 の に
除 仕 課 合 よ
さ 入 税 計 り
れ れ 期 額 当

附
則
第
七
項
第
一
号
イ
に
掲
げ

不 附 係 足 よ り
足 則 る 額 り 消
額 第 消 の 読 費
に 七 費 計 み 税
六 条 税 算 替 に
十 の 額 の え 係
三 三 が 基 ら る
分 後 含 礎 れ 申
の 段 ま と た 告
十 の れ な 改 書
七 規 、 る 正 を
を 定 か 金 後 提

則 し 除 額 （
第 て し が 平
七 控 き あ 成
条 除 れ る 二
の し な 場 十
三 き か 合 五
後 れ つ に 年
段 な た お 山
の か 金 い 口
規 つ 額 て 県
定 た が は 条
に 金 あ 、 例

い 三 係 税 す 則
て 後 る 額 る 第
、 段 消 の 課 七
同 の 費 計 税 条
項 規 税 算 期 の
中 定 額 の 間 三

に が 基 に 後「
同 よ 含 礎 係 段
項 り ま と る 及
の 読 れ な 消 び
不 み 、 る 費 第
足 替 か 金 税 七

る 等 間 該
べ を 中 課
き 除 に 税
同 く 当 期
項 。 該 間
第 ） 事 の
三 に 業 消
号 つ 者 費
イ い が 税
か て 行 法
ら 、 っ 第
ハ 新 た 四

る
金
額
か
ら
同
項
第
二
号
イ

乗 に つ 額 の 出
じ よ 、 に 条 す
て り 附 附 例 る
得 読 則 則 第 義
た み 第 第 五 務
金 替 七 五 十 が
額 え 項 項 三 あ
」 ら 第 に 条 る
と れ 二 規 の 者
あ た 号 定 六 に
る 改 に す 第 限

よ 額 る 当 第
り 」 場 該
読 と 合 控 号
み す に 除 ）
替 る お し 附
え 。 い き 則
ら て れ 第
れ は な 七
た 、 か 項
改 当 つ 第
正 該 た 一

額 え つ 額 法 条
、 ら 、 に 第 の
当 れ 前 附 四 四
該 た 項 則 十 後
不 改 第 第 五 段
足 正 二 五 条 の
額 後 号 項 第 規
に の に に 一 定
六 条 掲 規 項 に
十 例 げ 定 の よ
三 第 る す 規 り

ま 消 課 十
で 費 税 五
に 税 仕 条
掲 法 入 第
げ 第 れ 一
る 三 又 項
消 章 は 第
費 の 当 二
税 規 該 号
額 定 課 に
の に 税 掲

に
掲
げ
る
金
額
を
控
除
し
た

の 正 掲 る 二 る
は 後 げ 経 項 。
、 の る 過 の ）

条 金 措 規 が「
山 例 額 置 定 施
口 第 が 対 に 行
県 五 同 象 よ 日
税 十 項 課 る 以
賦 三 第 税 申 後
課 条 一 資 告 に
徴 の 号 産 書 終

後 控 金 号
の 除 額 イ
条 し ） に
例 き 及 掲
第 れ び げ
五 な 同 る
十 か 項 金
三 つ 第 額
条 た 一 か
の 金 号 ら
六 額 ロ 同

分 五 金 る 定 読
の 十 額 経 に み
十 三 が 過 よ 替
七 条 同 措 る え
を の 項 置 申 ら
乗 六 第 対 告 れ
じ 第 一 象 書 た
て 二 号 課 を 改
得 項 に 税 提 正
た に 掲 資 出 後
金 規 げ 産 す の

合 よ 期 げ
計 り 間 る
額 当 中 消

該 に 費
課 保 税
税 税 額
期 地 か
間 域 ら
の か 控
消 ら 除
費 引 さ

残
額
（
控
除
し
き
れ
な
か
つ

収 六 に の を 了
条 第 掲 譲 提 す
例 二 げ 渡 出 る
の 項 る 等 す 課
一 の 金 又 る 税
部 規 額 は 場 期
を 定 を 附 合 間
改 の 超 則 に に
正 適 え 第 お 係
す 用 る 六 い る
る に と 項 て 改

第 ） に 項
二 、 掲 第
項 同 げ 二
に 項 る 号
規 第 金 イ
定 一 額 に
す 号 か 掲
る に ら げ
事 掲 同 る
業 げ 項 金
者 る 第 額

額 定 る の る 条
」 す 金 譲 場 例
と る 額 渡 合 第
あ 事 を 等 に 五
る 業 超 又 お 十
の 者 え は い 三
は と る 附 て 条
、 み と 則 、 の

な き 第 当 六「
山 し は 六 該 第
口 て 、 項 課 一

税 き れ
法 取 る
第 っ べ
四 た き
十 課 同
五 税 項
条 貨 第
第 物 三
一 号（
項 前 イ
第 項 か

た
金
額
が
あ
る
場
合
に
お

条 つ き に 、 正
例 い は 規 当 後

て 、 定 該 の（
平 は 当 す 課 条
成 、 該 る 税 例
二 同 事 経 期 附
十 項 業 過 間 則
五 中 者 措 に 第
年 に 置 係 七「
山 同 対 対 る 条

金 二 を（
消 額 号 控
費 か ロ 除
税 ら に し
法 同 掲 た
第 項 げ 残
四 第 る 額
十 二 金 （
五 号 額 控
条 に を 除

県 、 当 に 税 項
税 同 該 規 期 に
賦 項 事 定 間 規
課 の 業 す に 定
徴 規 者 る 係 す
収 定 を 経 る る
条 を 改 過 同 事
例 適 正 措 項 業
の 用 後 置 第 者
一 す の 対 四 が

二 に ら
規号 ハ

に 定 ま
掲 す で
げ る に
る 経 掲
消 過 げ
費 措 る
税 置 消
額 対 費

一
八
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中
地 別
方 段
消 の
費 定
税 め
に が
関 あ

二 同 事 項 三
十 項 業 に 後
五 中 者 規 段
年 に 定 の「
山 同 対 す 規
口 項 す る 定
県 の る 不 に
条 不 改 足 よ

第 す が は 例
一 改 る あ 、 第
項 正 。 る 当
の 後 場 該 号
規 の 合 控 ）
定 条 に 除 附
に 例 お し 則
よ 附 い き 第

該 り 号 定 項
消 読 に す の
費 み 掲 る 規
税 替 げ 経 定
額 え る 過 に
、 ら 金 措 よ
こ れ 額 置 る
れ た が 対 申

第 か 金 い
一 改 つ 額 て
項 正 た が は
の 後 金 あ 、
規 の 額 る 当
定 条 」 場 該
に 例 と 合 控
よ 附 す に 除

す る
る も
部 の
分 を
は 除
、 き
附 、
則 第
第 二
一 条
項 の
第 規

例 足 正 額 り
第 額 後 の 読

、 の 計 み
号 当 条 算 替
） 該 例 の え
附 不 附 基 ら
則 足 則 礎 れ
第 額 第 と た
七 に 七 な 改
項 六 条 る 正
第 十 の 金 後
二 三 三 額 の

り 則 て れ 七
消 第 は な 項
費 七 、 か 第
税 条 当 つ 一
に の 該 た 号
係 三 控 金 イ
る 後 除 額 に
申 段 し ） 掲
告 の き 及 げ
書 規 れ び る
を 定 な 同 金
提 に か 項

を 改 同 象 告
課 正 項 課 書
税 後 第 税 を
標 の 一 資 提
準 条 号 産 出
と 例 に の す
し 第 掲 譲 る
て 五 げ 渡 場
算 十 る 等 合
定 三 金 又 に
し 条 額 は お
た の を 附 い

り 則 る お し
消 第 。 い き
費 七 て れ
税 条 は な
に の 、 か
係 三 当 つ
る 後 該 た
申 段 控 金
告 の 除 額
書 規 し ）
を 定 き 及
提 に れ び

二 定
号 に
に よ
定 る
め 改
る 正
日 後

の（
以 山
下 口

県

号 分 後 に 条
イ の 段 附 例
に 十 の 則 第
掲 七 規 第 五
げ を 定 六 十
る 乗 に 項 三
金 じ よ に 条
額 て り 規 の
及 得 読 定 六
び た み す 第
同 金 替 る 二

額
出 よ つ 第 か
し り た 一 ら
よ 読 金 号 同
う み 額 ロ 項
と 替 ） に 第
す え 、 掲 二る ら 同 げ 号者 れ 項 る イに た 第 金 に限 改 一 額 掲る 正 号 か

譲 六 超 則 て
渡 第 え 第 、
割 一 な 六 当
額 項 い 項 該
」 に と に 課
と 規 き 規 税
あ 定 は 定 期
る す 、 す 間
の る 当 る に
は 事 該 経 係
、 業 事 過 る

出 よ な 同
す り か 項
る 読 つ 第
義 み た 一
務 替 金 号
が え 額 ロ
あ ら ） に
る れ 、 掲
者 た 同 げ
に 改 項 る
限 正 第 金「

一 税
部 賦
施 課
行 徴
日 収
」 条
と 例
い （
う 以
。 下
）

号 額 え 経 項
ロ 」 ら 過 の
に と れ 措 規
掲 あ た 置 定
げ る 改 対 に
る の 正 象 よ
金 は 後 課 る
額 、 の 税 申
、 条 仕 告「
同 山 例 入 書
号 口 第 れ を

げ。 後 に ら る） の 掲 同 金が 条 げ 項 額施 例 る 第 を行 第 金 二 控日 五 額 号 除以 十 か ロ し後 三 ら に たに 条 同 掲
残終 の 項 げ
額了 六 第 る

者 業 措 同「
山 と 者 置 項
口 み を 対 第
県 な 改 象 五
税 し 正 課 号
賦 て 後 税 に
課 、 の 仕 規
徴 同 条 入 定
収 項 例 れ す
条 の 附 等 る
例 規 則 に 不

る 後 一 額
。 の 号 か
） 条 に ら
が 例 掲 同
施 第 げ 項
行 五 る 第
日 十 金 二
以 三 額 号
後 条 か ロ
に の ら に
終 六 同 掲「

以 平
後 成
に 二
事 十
業 七
者 年
が 改
行 正
う 後
課 の
税 条

に 県 五 等 提
掲 税 十 に 出
げ 賦 三 係 す
る 課 条 る る
金 徴 の 消 場
額 収 六 費 合
」 条 第 税 に
と 例 二 額 お
す の 項 が い
る 一 の 含 て
。 部 規 ま 、

す 第 二 金 （
控る 二 号 額
除課 項 に を
し税 に 掲 控
き期 規 げ 除
れ間 定 る し
なに す 金 た
か係 る 額 残
つる 事 を 額
た改 業 控 （
金正 者 除 控

の 定 第 係 足
一 を 七 る 額
部 適 条 消 の
を 用 の 費 計
改 す 三 税 算
正 る 後 額 の
す 。 段 が 基
る こ 及 含 礎
条 の び ま と
例 場 第 れ な

合 七 、 る

了 第 項 げ
す 二 第 る
る 項 二 金
課 に 号 額
税 規 に を
期 定 掲 控
間 す げ 除
に る る し
係 事 金 た
る 業 額 残
消 者 を 額

資 例
産 」
の と
譲 い
渡 う

一 等 。
九 及 ）

び の
一 規
部 定

を 定 れ 当
改 の て 該
正 適 い 課
す 用 る 税
る に と 期
条 つ き 間
例 い は に

て 、 係（
平 は 当 る
成 、 該 同

額後 し 除（
がの 消 て し
あ条 費 得 き
る例 税 た れ
場附 法 譲 な
合則 第 渡 か
に第 四 割 つ
お七 十 額 た
い条 六 」 金

の 条 と 額 て

（
平 に 条 か 金
成 お の つ 額
二 い 四 、 に
十 て 後 附 附
五 、 段 則 則
年 同 の 第 第
山 項 規 七 五
口 中 定 項 項
県 に 第 に「
条 当 よ 二 規

費 控（ （
税 消 除 控
法 費 し 除
第 税 て し
四 法 控 き
十 第 除 れ
五 四 し な
条 十 き か
第 五 れ つ
一 条 な た



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第
一
項

つ 後 課
い の 税
て 条 仕
は 例 入
、 附 れ
次 則 等
の 第 又
表 七 は

に 申 正 各 税
附 告 後 項 平 期
則 書 の に 成 間
第 で 条 規 二 が
五 消 例 定 十 施
項 費 附 す 七 行
に 税 則 る 年 日
規 法 第 事 改 か

の に 課 施
規 平 よ 税 行
定 成 る 資 日
は 二 。 産 以
、 十 の 後
消 七 譲 に
費 年 渡 保
税 改 等 税

金十掲合記条
額八げに載第
分るあし一
の金つた項
二額て申各

の 条 平
上 の 成
欄 三 二
に 後 十
掲 段 七
げ 及 年
る び 経に同 同 第 過掲法 条 七 措げ第 の 条 置る四 規 の 対金十 定 四 象

定 第 七 業 正 ら
す 四 条 者 後 一
る 十 の が の 部
経 三 三 一 条 施
過 条 後 部 例 行
措 第 段 施 附 日
置 一 及 行 則 の
対 項 び 日 第 前
象 第 第 以 七 日
課 四 七 後 条 ま
税 号 条 に の で
資 に の 終 三 の

法 正 及 地
第 後 び 域
四 の 施 か
十 条 行 ら
二 例 日 引
条 附 か き
第 則 ら 取
一 第 一 ら
項 七 部 れ
、 条 施 る
第 の 行 課
四 三 日 税十）は告号

二、、書に
を当同を掲
乗該項提げ
じ金第出る
て額四す事
得に号る項
た七に場を

た同 適間き控つ残額除
場法 用をれ除た額）し

額二 中 後 課条（ 同 段 税同第 表 の 仕法一 の 規 入第項 中 定 れ四第 欄 に 等十一 に よ に三号 掲 り 係
げ 読 る項山た同 る み 消第口場法 字 替 費

産 掲 四 了 後 間
の げ 後 す 段 に
譲 る 段 る 及 開
渡 金 の 消 び 始
等 額 規 費 第 し
、 を 定 税 七 た
平 記 に 法 条 場
成 載 よ 第 の 合
二 し り 四 四 に
十 た 読 十 後 つ
七 も み 二 段 い

項 後 の 貨
又 段 前 物
は 及 日 に
第 び ま 係
六 第 で る
項 七 の 地
に 条 間 方
規 の に 消
定 四 保 費
す 後 税 税
る 段 地 に合第 さ一なし金 、き（

に四 れのかた額控同れ
お十 る課つ残）除項な
け三 次税た額及し第か
る条 条期金 びき一つ（
改第 第間額控同れ号た
正一 一と）除項なロ金
条項 項み、し第かに額
例に のな消き一つ掲が
附規 規し費れ号たげあ
則定 定て税なハ金るる

一県合第 句 え 税号条に四 は ら 額イ例お十 、 れ がに第け三 同 た 含掲 る条 表 平 まげ号山第 の 成 れる。口一 下 二 て金以県項 欄 十 い額下税に に 七 るかこ賦規 掲 年 とらの課定 げ 改 き

年 の 替 条 の て
経 を え 第 規 は
過 提 ら 一 定 、
措 出 れ 項 に な
置 す た 、 よ お
対 る 平 第 り 従
象 場 成 四 読 前
課 合 二 項 み の
税 に 十 又 替 例
資 お 七 は え に
産 い 年 第 ら よ

課 の 域 つ
税 規 か い
期 定 ら て
間 に 引 適
が よ き 用
一 り 取 し
部 読 っ 、
施 み た 施
行 替 課 行
日 え 税 日
以 ら 貨 か第す を改法かに額金場十る 適正第つ掲が額合七中 用条四たげあかに項間 し例十金るるらお第申 て附三額金場同い一告 算則条が額合項て号対 出第第あかに第はイ象 し十一るらお二、に期 た七項場同い号

当掲間 譲項に合項てロ
該げを 渡の規に第はに
控

同条徴す る 正 は項に収る 字 後 、第お条中 句 の こ二い例間 と 条 れ号ての申 す 例 らイ 一告「 る 第 のに改部対 。 五 事掲正を象 十 業げ条改期 三 者る例正間 条 に金」すを の 対

の て 改 六 れ る
譲 、 正 項 た 。
渡 同 後 に 平
等 号 の 規 成
、 に 条 定 二
附 掲 例 す 十
則 げ 第 る 七
第 る 五 課 年
六 金 十 税 改
項 額 三 期 正
に の 条 間 後

後 れ 物 ら
に た に 一
開 平 係 部
始 成 る 施
す 二 地 行
る 十 方 日
場 七 消 の
合 年 費 前
に 改 税 日
つ 正 に ま
い 後 つ でる一 割規定お二、掲

除金の 額定すい号当げ
し額課 ににるてハ該る
きか税 相よ中はに控金
れら期 当り間、掲除額
な同間 す読申当げしを
か項と るみ告該るき控
つ第み 金替対控金れ除
た二な 額え象除額なし

号し て期しをかた金

額とる一 五 すをい条の 各 る控う例課 項 平除。 税（ の 成し）平期 規 二た附成間 定 十残則二と の 七額第十み 適 年十五な（ 用 改控七年し に 正

規 計 の に の
定 算 五 係 条
す の 各 る 例
る 基 項 平 第
経 礎 の 成 五
過 と 規 二 十
措 な 定 十 三
置 る に 七 条
対 金 よ 年 の
象 額 る 改 五

て の い の
適 条 て 間
用 例 は に
し 第 、 事
、 五 な 業
こ 十 お 者
れ 三 従 が
ら 条 前 行
の の の っ
課 五 例 た

二
〇
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若 に
し お
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は て
第 準
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三 二 一 等
附 を

消 施 施 則 い
費 行 行 第 う
税 日 日 十 。
法 か か 四
改 ら ら 項
正 一 一 の

の 項 て
消 の 読 前
費 規 み 項
税 定 替 の
法 又 え 平

は て 成（
次 同 準 二
項 条 用 十

第
三
項

第
二
項

条 る
の 場
規 合
定 を
の 含
適 む
用 。
を ）
受 の
け 規
る 定
課 又

法 部 部 平
附 施 施 成
則 行 行 二
第 日 日 十
十 の の 七
六 前 前 年
条 日 日 経
第 ま ま 過
二 で で 措
項 の の 置
に 間 間 対
お に に 象

及 第 す 七
び 四 る 年
附 項 消 経
則 若 費 過
第 し 税 措
十 く 法 置
七 は 改 対 金項 消 正 象 額に 費 法 課
お 税 附 税
い 法 則 資
て 改 第 産

十掲合記条に同
八げに載第掲法
分るあし一げ第
の金つた項る四
二額て申各金十

金十掲合記条に同
額八げに載第掲法
分るあし一げ第
の金つた項る四
二額て申各金十

税 は
資 消
産 費
の 税
譲 法
渡 改
等 正

法
附
則
第

い 事 事 課
て 業 業 税
読 者 者 仕
み が が 入
替 保 行 れ
え 税 っ 等
て 地 た と
準 域 課 は
用 か 税 、
す ら 仕 次
る 引 入 に

正 五 の「
平 法 条 譲
成 附 第 渡
二 則 一 等
十 第 項 と
七 十 か は
年 九 ら 、
旧 条 第 消
消 の 五 費 出第費 規 項 税 し十税 定 ま 法

十）は告号額二
二、、書に 条（
を当同を掲同第
乗該項提げ法六
じ金第出る第項
て額四す事四第
得に号る項十一
た七に場を三号

第あかに第てイた同 出第
一るらお二はに場法 し十

十）は告号額二
二、、書に 条（
を当同を掲同第
乗該項提げ法四
じ金第出る第項
て額四す事四第
得に号る項十一
た七に場を三号

第あかに第てイ
一るらお二はに

十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
読

消 き れ 掲
費 取 げ
税 っ る
法 た も
改 課 の
正 税 を
法 貨 い
附 物 う
則 。
第
五

た七法 に で 改 譲項」 基 、 正 渡のと づ 第 法 割規い く 六 附 額定う 政 条 則 にに。 令 第 第 相よ） の 一 十 当り第 規 項 五 す読二 定 、 条 るみ十 に 第 の 金替九 よ 七 規

項場同い号、掲合第 た七
に合項てロ当げに四 譲項
規に第はに該るお十 渡の
定お二、掲控金け三 割規
すい号当げ除額る条 額定
るてハ該るしを改第 にに
中はに控金き控正一 相よ
間、掲除額れ除条項 当り
申当げしをなし例に す読
告該るき控かた附規 るみ
対控金れ除つ残則定 金替

項場同い号、掲
に合項てロ当げ
規に第はに該る
定お二、掲控金
すい号当げ除額
るてハ該るしを
中はに控金き控
間、掲除額れ除
申当げしをなし
告該るき控かた
対控金れ除つ残

み
替
え
て
準
用
す
る
消
費
税

条
第
六
項
（
消
費
税
法
改
正

額え条 り 条 定 てに 、 第 、 適規 消 一 消 用定 費 項 費 さす 税 、 税 れる 法 第 法 る税 改 八 改 次率 正 条 正 条が 法 第 法 第適 第 一 附 一用 三 項 則

象除額なした額第す 額え
期しをかた金 十る て（
間き控つ残額控七中 適
をれ除た額）除項間 用
一なし金 、し第申 さ（
のかた額控同き一告 れ
課つ残）除項れ号対 る
税た額及し第なイ象 次
期金 びき一かに期 条（
間額控同れ号つ掲間 第
と）除項なロたげを 一

象除額なした額
期しをかた金（
間き控つ残額控
をれ除た額）除
一なし金 、し（
のかた額控同き
課つ残）除項れ
税た額及し第な
期金 びき一か（
間額控同れ号つ
と）除項なロた

法
改
正
法
附

二 則
一 第

十
一
条

法
附
則
第
十
六
条
第
三
項

項さ 条 若 第 のれ の し 十 規る 規 く 六 定課 定 は 条 を税 に 第 第 適資 よ 十 一 用産 る 四 項 しの 改 条 に て譲 正 第 お 算渡 前 一 い

み、し第かに金る一 項
な消き一つ掲額金の の
し費れ号たげが額課 規
て税なハ金るあか税 定
改法かに額金るら期 を
正第つ掲が額場同間 適
条四たげあか合項と 用
例十金るるらに第み し
附三額金場同お二な て
則条が額合項い号し 算

み、し第かに金
な消き一つ掲額
し費れ号たげが
て税なハ金るあ
改法かに額金る
正第つ掲が額場
条四たげあか合
例十金るるらに
附三額金場同お
則条が額合項い
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定
す
る
平
成
二

一 に
ハ ロ イ に 掲

七 次 げ
当 当 当 十 の る
該 該 該 八 イ 金
課 課 課 分 に 額
税 税 税 の 掲 を
期 期 期 二 げ 控

を 除 金 に（
控 し 額 平 つ
除 き が 成 い
し れ あ 二 て
た な る 十 は
残 か 場 五 、
額 つ 合 年 同

た に 山 項（

後 入 七 同 定 第
の れ 年 項 に 一
条 等 経 に よ 項
例 に 過 規 り に
附 係 措 定 読 規
則 る 置 す み 定
第 消 対 る 替 す
七 費 象 消 え る

五 四
平 る に
成 税 前 お 消
二 率 各 い 費
十 が 号 て 税
七 適 に 準 法
年 用 掲 用 改
改 さ げ す 正

十
七
年
経
過
措
置
対
象
課
税
資

間 間 間 十 る 除
中 中 中 二 金 し
に に に を 額 て
当 当 当 乗 に 得
該 該 該 じ 百 た
事 事 事 て 分 譲
業 業 業 得 の 渡
者 者 者 た 二 割
が が が 金 十 額
行 行 行 額 五 」
っ っ っ の を と
た た た 合 乗 す

控 金 お 口 中
除 額 い 県 「
し が て 条 当
き あ は 例 該
れ る 、 第 消
な 場 当 費
か 合 該 号 税
つ に 控 ） 額
た お 除 附 、
金 い し 則 こ
額 て き 第 れ
が は れ 十 を

条 税 課 費 ら 事
の 額 税 税 れ 業
三 が 資 額 た 者
後 含 産 の 平 が
段 ま の 計 成 一
及 れ 譲 算 二 部
び 、 渡 の 十 施
第 か 等 基 七 行
七 つ 、 礎 年 日
条 、 附 と 改 以
の 第 則 な 正 後
四 二 第 る 後 に

正 れ る る 法
後 る も 場 附
の 課 の 合 則
条 税 の を 第
例 資 ほ 含 十
附 産 か む 六
則 の 、 。 条
第 譲 消 ） 第
七 渡 費 の 二
条 等 税 規 項
の 又 法 定 に
三 は 改 の お

産
の
譲
渡
等
を
除
く
。
）
に

課 附 附 計 じ る
税 則 則 額 て 。
資 第 第 得
産 十 五 た
の 五 項 金
譲 項 に 額
渡 に 規 、
等 規 定 次

定 す の（
附 す る ロ
則 る 経 に

あ 、 な 七 課
る 当 か 項 税
場 該 つ 第 標
合 控 た 一 準
に 除 金 号 と
お し 額 イ し
い き ） に て
て れ 、 掲 算
は な 同 げ 定
、 か 項 る し
当 つ 第 金 た

後 号 六 金 の 終
段 に 項 額 条 了
の 掲 に に 例 す
規 げ 規 附 第 る
定 る 定 則 五 課
に 金 す 第 十 税
よ 額 る 五 三 期
り が 経 項 条 間
読 第 過 に の に
み 一 措 規 六 係
替 号 置 定 第 る

後 当 正 適 い
段 該 法 用 て
及 課 附 を 読
び 税 則 受 み
第 資 第 け 替
七 産 十 る え
条 の 九 課 て
の 譲 条 税 準
四 渡 の 仕 用
後 等 規 入 す
段 に 定 れ る

係
る
消
費
税
額
の
合
計
額

第 平 過 掲
五 成 措 げ
項 二 置 る
に 十 対 金
規 七 象 額
定 年 課 に
す 経 税 六
る 過 資 十
経 措 産 三
過 置 の 分
措 対 譲 の

該 た 一 額 譲
控 金 号 か 渡
除 額 ロ ら 割
し ） に 同 額
き 及 掲 項 」
れ び げ 第 と
な 同 る 二 あ
か 項 金 号 る
つ 第 額 イ の
た 一 か に は
金 号 ら 掲 、

え に 対 す 一 平
ら 掲 象 る 項 成
れ げ 課 経 の 二
た る 税 過 規 十
平 金 仕 措 定 七
成 額 入 置 に 年
二 を れ 対 よ 改
十 超 等 象 る 正
七 え 又 課 申 後
年 な は 税 告 の
改 い 前 資 書 条

の 係 に 消
規 る 基 費
定 課 づ 税
に 税 く 法
よ 仕 政 改
り 入 令 正
読 れ の 法
み で 規 附
替 政 定 則
え 令 に 第
ら で よ 五

置 象 渡 十
対 課 等 七
象 税 に を
課 資 係 乗
税 産 る じ
資 の 消 て
産 譲 費 得
の 渡 税 た
譲 等 額 金
渡 に の 額
等 係 合 及

額 ハ 同 げ 「
） に 項 る 山
、 掲 第 金 口
同 げ 二 額 県
項 る 号 を 税
第 金 ロ 控 賦
一 額 に 除 課
号 か 掲 し 徴
に ら げ た 収
掲 同 る 残 条
げ 項 金 額 例

正 と 項 産 を 例
後 き に の 提 附
の は 規 譲 出 則
条 、 定 渡 す 第
例 当 す 等 る 七
第 該 る 、 場 条
五 事 平 附 合 の
十 業 成 則 に 三
三 者 二 第 お 後
条 に 十 十 い 段
の 対 七 五 て 及

れ 定 り 条
た め 平 第
平 る 成 七
成 も 二 項
二 の 十 （
十 七 消
七 年 費
年 旧 税
改 消 法
正 費 改
後 税 正

及 る 計 び
び 消 額 次
附 費 の
則 税 ハ
第 額 に
十 の 掲
五 合 げ
項 計 る
に 額 金
規 額

る 第 額 の（
金 二 を 控 一
額 号 控 除 部
か ハ 除 し を
ら に し き 改
同 掲 た れ 正
項 げ 残 な す
第 る 額 か る
二 金 つ 条（
号 額 控 た 例

六 す 年 項 、 び
第 る 経 に 当 第
一 平 過 規 該 七
項 成 措 定 課 条
の 二 置 す 税 の
規 十 対 る 期 四
定 七 象 平 間 後
の 年 課 成 に 段
適 改 税 二 係 の
用 正 仕 十 る 規

の 法 法
第 附条

例 二 則
第 十 第
五 九 十
十 条 六
三 に 条
条 規 第
の 定 三
六 す 項

二
二
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費 の
税 規
額 定
の に
合 よ
計 り

ハ
措 げ 消 し
置 当 る 費 く
対 該 消 税 は
象 課 費 法 消
課 税 税 費（
税 期 額 ハ 税

を 附 法 項 し の
含 則 第 の く 規
む 第 三 規 は 定
。 十 章 定 第 、
） 六 の 若 十 消
の 条 規 し 四 費

ロ
費 づ 正 則

当 税 く 法 第
該 額 政 附 六
課 か 令 則 条
税 ら の 第 第
期 控 規 七 二

二
イ に

く 第 七 次
政 三 当 十 の
令 項 該 八 イ
の 、 課 分 に
規 第 税 の 掲
定 九 期 二 げ

額 当
該
課
税
期
間
の
消
費
税
法
第

仕 間 か に 法
入 中 ら お 改
れ に 控 い 正
等 当 除 て 法
及 該 さ 附「
び 事 れ 平 則
前 業 る 成 第
項 者 べ 二 十
に が き 十 九
規 行 同 七 条
定 っ 項 年 の
す た 第 新 規

規 第 定 く 条 税
定 三 又 は 第 法
若 項 は 消 三 改
し に 消 費 項 正
く お 費 税 の 法
は い 税 法 規 附
消 て 法 改 定 則
費 準 改 正 若 第
税 用 正 法 し 十
法 す 法 附 く 六
改 る 附 則 は 条
正 場 則 第 消 第

間 除 定 条 項
中 さ に 第 、
に れ よ 三 第
当 る り 項 七
該 べ 読 に 条
事 き み お 第
業 同 替 い 二
者 項 え て 項
が 第 て 準 、
行 三 適 用 第
っ 号 用 す 八
た イ さ る 条

に 条 間 十 る
よ か 中 二 金
り ら に を 額
な 第 当 乗 に
お 十 該 じ 百
従 二 事 て 分
前 条 業 得 の
の ま 者 た 二
例 で が 金 十
に 若 行 額 五
よ し っ の を
る く た 合 乗

四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に

る 課 三 消 定
平 税 号 費 に
成 仕 イ 税 基
二 入 か 法 づ
十 れ ら 」 く
七 又 ハ と 政
年 は ま い 令
経 当 で う の
過 該 に 。 規
措 課 掲 ） 定
置 税 げ 第 に

法 合 第 十 費 一
附 を 十 九 税 項
則 含 六 条 法 に
第 む 条 の 改 お
十 。 第 規 正 い
六 ） 二 定 法 て
条 若 項 に 附 読
第 し に 基 則 み
一 く お づ 第 替
項 は い く 十 え
に 第 て 政 六 て

前 か れ 場 第
項 ら る 合 二
に ハ 新 を 項
規 ま 消 含 又
定 で 費 む は
す に 税 。 第
る 掲 法 ） 十
平 げ 第 の 四
成 る 三 規 条
二 消 章 定 第
十 費 の 若 二

こ は 附 計 じ
と 第 則 額 て
と 十 第 得
さ 四 六 た
れ 条 項 金
た 第 に 額
旧 三 規 、
消 項 定 次
費 の す の
税 規 る ロ
法 定 経 に

掲
げ
る
消
費
税
額
か
ら
控
除

対 期 る 三 よ
象 間 消 章 り
課 中 費 の 読
税 に 税 規 み
仕 保 額 定 替
入 税 の に え
れ 地 合 よ て
等 域 計 り 適
を か 額 当 用
除 ら 該 さ
く 引 課 れ

お 五 読 令 条 準
い 条 み の 第 用
て 第 替 規 一 す
読 七 え 定 項 る
み 項 て に に 消
替 準 よ お 費（
え 消 用 り い 税
て 費 す な て 法
準 税 る お 読 改
用 法 消 従 み 正
す 改 費 前 替 法

七 税 規 し 項
年 額 定 く に
経 の に は お
過 合 よ 消 い
措 計 り 費 て
置 額 当 税 準
対 該 法 用
象 課 改 す
課 税 正 る
税 期 法 場
仕 間 附 合

第 若 過 掲
三 し 措 げ
章 く 置 る
の は 対 金
規 同 象 額
定 条 課 に
又 第 税 六
は 四 仕 十
消 項 入 三
費 若 れ 分
税 し 等 の

さ
れ
る
べ
き
同
項
第
三
号
イ

。 き 税 る
） 取 期 消
に っ 間 費
つ た の 税
い 課 消 法
て 税 費 改
、 貨 税 正
平 物 法 法
成 第 第（
二 附 四 三
十 則 十 条

る 正 税 の え 附
消 法 法 例 て 則
費 附 改 に 準 第
税 則 正 よ 用 八
法 第 法 る す 条
改 十 附 こ る 第
正 六 則 と 消 三
法 条 第 と 費 項
附 第 五 さ 税 、
則 三 条 れ 法 第
第 項 第 た 改 九

入 の 則 を
れ 消 第 含
等 費 十 む
に 税 四 。
つ 法 条 ）
い 第 第 若
て 四 四 し
、 十 項 く
消 五 若 は
費 条 し 第
税 第 く 五

法 く に 十
改 は つ 七
正 消 い を
法 費 て 乗
附 税 、 じ
則 法 消 て
第 改 費 得
五 正 税 た
条 法 法 金
第 附 改 額
六 則 正 及

か
ら
ハ
ま
で

二 に
三 掲

げ
る
消

七 第 五 の
六年 条 規

新 項 第 定
消 に 一 に
費 規 項 よ
税 定 第 る
法 す 二 改
第 る 号 正
三 経 に 後
章 過 掲 の

十 に 六 平 正 条
四 お 項 成 法 か
条 い 二 附 ら（
第 て 消 十 則 第
四 準 費 七 第 十
項 用 税 年 十 二
の す 法 旧 四 条
規 る 改 消 条 ま
定 場 正 費 第 で
若 合 法 税 四 若

法 一 は 条
改 項 第 第
正 第 十 七
法 二 九 項
附 号 条 （
則 に の 消
第 掲 規 費
十 げ 定 税
五 る に 法
条 消 基 改

項 第 法 び
附 次十（

消 九 則 の
費 条 第 ハ
税 の 二 に
法 規 条 掲
改 定 、 げ
正 に 第 る
法 基 八 金
附 づ 条 額
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号
ロ
に
掲
げ
る
金
額

か た 成 同 等 象
ら 金 二 項 又 課
同 額 十 第 は 税
項 」 七 一 附 資
第 と 年 号 則 産
二 あ 改 に 第 の
号 る 正 掲 十 譲
イ の 後 げ 六 渡

よ に 業 は
る 係 者 平 、
申 る 成 当（
告 平 消 二 該
書 成 費 十 控
を 二 税 七 除
提 十 法 年 し
出 七 第 改 き

な 同 げ 乗 第 と
か 項 る じ 二 き
つ 第 金 て 項 は
た 一 額 得 に 、
金 号 か た 規 当
額 ロ ら 金 定 該
） に 同 額 す 事
及 掲 項 」 る 業

定 則 て 第
す 第 、 平一
る 十 当 成項
平 五 該 二に
成 項 課 十規
二 に 税 七定
十 規 期 年す
七 定 間 改る

か
ら
同
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る

に は の る 項 等
掲 、 条 金 に 、
げ 例 額 規 附「
る 山 第 を 定 則
金 口 五 超 す 第
額 県 十 え る 十
を 税 三 る 平 五
控 賦 条 と 成 項
除 課 の き 二 に
し 徴 六 は 十 規
た 収 第 、 七 定
残 条 二 当 年 す

す 年 四 正 れ
る 改 十 後 な
場 正 五 の か
合 後 条 条 つ
に の 第 例 た
お 条 一 附 金
い 例 項 則 額
て 附 の 第 ）
、 則 規 七 、
当 第 定 条 同
該 七 に の 項
課 条 よ 三 第

び げ 第 と 事 者
同 る 二 あ 業 を
項 金 号 る 者 平
第 額 イ の と 成
一 か に は み 二
号 ら 掲 、 な 十
ハ 同 げ し 七「
に 項 る 山 て 年
掲 第 金 口 、 改
げ 二 額 県 同 正
る 号 を 税 項 後
金 ロ 控 賦 の の

年 す に 正事
経 る 係 後業
過 平 る の者
措 成 同 条が
置 二 項 例一
対 十 第 附部
象 七 四 則施
課 年 号 第行
税 経 に 七日
仕 過 規 条以
入 措 定 の後
れ 置 す 三

金
額
を
控
除
し
た
残
額
（
控

額 例 項 該 経 る
の の 事 過 平（

控 一 規 業 措 成
除 部 定 者 置 二
し を の に 対 十
き 改 適 対 象 七
れ 正 用 す 課 年
な す に る 税 経
か る つ 平 仕 過
つ 条 い 成 入 措
た 例 て 二 れ 置

税 の り 後 一
期 三 消 段 号
間 後 費 の に
に 段 税 規 掲
係 の に 定 げ
る 規 係 に る
同 定 る よ 金
項 に 申 り 額
に よ 告 読 か
規 り 書 み ら
定 読 を 替 同

額 に 除 課 規 条
か 掲 し 徴 定 例
ら げ た 収 を 附
同 る 残 条 適 則
項 金 額 例 用 第
第 額 の す 七（
二 を 控 一 る 条
号 控 除 部 。 の
ハ 除 し を こ 三
に し き 改 の 後
掲 た れ 正 場 段

に
等 対 る 後終
に 象 消 段了
係 課 費 及す
る 税 税 びる
消 資 額 第課費 産 の 七税税 の 計 条期額 譲 算 の間が 渡 の 四に含 等 基 後係ま 、 礎 段

除
し
き
れ
な
か
つ
た
金
額
が

金 は 十 等 対（
額 平 、 七 に 象
が 成 同 年 係 課
あ 二 項 改 る 税
る 十 中 正 消 資
場 五 後 費 産「
合 年 同 の 税 の
に 山 項 条 額 譲
お 口 の 例 が 渡
い 県 不 附 含 等
て 条 足 則 ま 、

す み 提 え 項
る 替 出 ら 第
不 え す れ 二
足 ら る た 号
額 れ 義 平 に
の た 務 成 掲
計 平 が 二 げ
算 成 あ 十 る
の 二 る 七 金
基 十 者 年 額
礎 七 に 改 を

げ 残 な す 合 の
る 額 か る に 規
金 つ 条 お 定（
額 控 た 例 い に
を 除 金 て よ（
控 し 額 平 、 り
除 き が 成 同 読
し れ あ 二 項 み
た な る 十 中 替
残 か 場 五 え「
額 つ 合 年 同 ら

るれ 附 と の消、 則 な 規費か 第 る 定税つ 六 金 に法、 項 額 よ第前 に に り四項 規 附 読十第 定 則 み
五二 す 第 替
条号 る 五 え
第に 経 項 ら

あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当

は 例 額 第 れ 附
、 第 、 七 、 則
当 当 条 か 第
該 号 該 の つ 六
控 ） 不 三 、 項
除 附 足 後 附 に
し 則 額 段 則 規
き 第 に の 第 定
れ 十 七 規 十 す
な 七 十 定 七 る
か 項 八 に 項 経

と 年 限 正 控
な 改 る 後 除
る 正 。 の し
金 後 ） 条 て
額 の が 例 控
に 条 一 第 除
附 例 部 五 し
則 第 施 十 き
第 五 行 三 れ
五 十 日 条 な
項 三 以 の か

た に 山 項 れ（
控 金 お 口 の た
除 額 い 県 不 平
し が て 条 足 成
き あ は 例 額 二
れ る 、 第 、 十
な 場 当 当 七
か 合 該 号 該 年
つ に 控 ） 不 改
た お 除 附 足 正
金 い し 則 額 後

一掲 過 に れ
項げ 措 規 た
のる 置 定 平
規金 対 す 成
定額 象 る 二
にが 課 経 十
よ同 税 過 七
る項 仕 措 年
申第 入 置 改
告一 れ 対 正
書号 等 象 後

該
控
除
し
き
れ
な
か
つ
た

つ 第 分 よ 第 過
た 一 の り 二 措
金 号 二 読 号 置
額 イ 十 み に 対
） に 二 替 掲 象
、 掲 を え げ 課
同 げ 乗 ら る 税
項 る じ れ 金 仕
第 金 て た 額 入
一 額 得 平 が れ

に 条 後 六 つ
規 の に 第 た
定 六 終 二 金
す 第 了 項 額
る 二 す に 」
経 項 る 規 と
過 の 課 定 す
措 規 税 す る
置 定 期 る 。
対 に 間 事

額 て き 第 に の
が は れ 十 七 条
あ 、 な 七 十 例
る 当 か 項 八 第
場 該 つ 第 分 五
合 控 た 一 の 十
に 除 金 号 二 三
お し 額 イ 十 条
い き ） に 二 の
て れ 、 掲 を 六

をに 又 課 の
提掲 は 税 条
出げ 附 資 例
する 則 産 第
る金 第 の 五
場額 十 譲 十
合を 六 渡 三
に超 項 等 条
おえ に 、 の

る 規 附 い 六

二
四
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す に
る つ
条 い
例 て

は（
平 、
成 同
二 項

る 課 る 係 業
平 税 申 る 者
成 仕 告 平 （
二 入 書 成 消
十 れ を 二 費
七 等 提 十 税
年 又 出 七 法
改 は す 年 第

第 金 ロ 控 賦
平 一 額 に 除 課
成 号 か 掲 し 徴
二 に ら げ た 収
十 掲 同 る 残 条
七 げ 項 金 額 例
年 る 第 額 の（
改 金 二 を 控 一

て 第 含 等 礎
、 七 ま 、 と
同 条 れ 附 な
項 の 、 則 る
の 三 か 第 金
規 後 つ 六 額
定 段 、 項 に
を 及 附 に 附

に 業 控 金
係 者 平 除 額
る 成 し ）（
消 消 二 き 及
費 費 十 れ び
税 税 七 な 同
法 法 年 か 項
第 第 改 つ 第

十 中
五 「
年 同
山 項
口 の
県 不
条 足
例 額
第 、

当
号 該
） 不

正 附 る 改 四
後 則 場 正 十
の 第 合 後 六
条 十 に の 条
例 六 お 条 第
附 項 い 例 一
則 に て 附 項
第 規 、 則 の
七 定 当 第 規
条 す 該 七 定
の る 課 条 に
三 平 税 の よ

正 額 号 控 除 部
後 か ハ 除 し を
の ら に し き 改
条 同 掲 た れ 正
例 項 げ 残 な す
附 第 る 額 か る
則 二 金 つ 条（
第 号 額 控 た 例
七 に を 除 金 （
条 掲 控 し 額 平
の げ 除 き が 成
三 る し れ あ 二

適 び 則 規 則
用 第 第 定 第
す 七 十 す 五
る 条 七 る 項
。 の 項 経 に
こ 四 第 過 規
の 後 二 措 定
場 段 号 置 す
合 の に 対 る
に 規 掲 象 経
お 定 げ 課 過
い に る 税

四 四 正 た 一
十 十 後 金 号
五 五 の 額 ハ
条 条 条 ） に
第 第 例 、 掲
一 一 附 同 げ
項 項 則 項 る
の の 第 第 金
規 規 七 一 額
定 定 条 号 か
に に の に ら
よ よ 三 掲 同

附 足
則 額
第 に
十 七
七 十
項 八
第 分
二 の
号 二
イ 十
に 二

後 成 期 三 り
段 二 間 後 消
の 十 に 段 費
規 七 係 の 税
定 年 る 規 に
に 経 同 定 係
よ 過 項 に る
り 措 に よ 申
読 置 規 り 告
み 対 定 読 書
替 象 す み を

後 金 た な る 十
段 額 残 か 場 五
の を 額 つ 合 年
規 控 た に 山（
定 除 控 金 お 口
に し 除 額 い 県
よ て し が て 条
り 得 き あ は 例
読 た れ る 、 第
み 譲 な 場 当
替 渡 か 合 該 号

措
て よ 金 仕 置
、 り 額 入 対
同 読 が れ 象
項 み 同 等 課中 替 項 又 税え 第 は 資「
当 ら 一 附 産該 れ 号 則 の消 た に 第 譲費 平 掲 十 渡税 成 げ 六

る り 後 げ 項
申 消 段 る 第
告 費 の 金 二
書 税 規 額 号
を に 定 か ハ
提 係 に ら に
出 る よ 同 掲
す 申 り 項 げ
る 告 読 第 る
場 書 み 二 金
合 を 替 号 額

掲 を
げ 乗
る じ
金 て
額 得
、 た
同 金
号 額
ロ 」
に と
掲 あ

え 課 る 替 提
ら 税 不 え 出
れ 仕 足 ら し
た 入 額 れ よ
平 れ の た う
成 等 計 平 と
二 に 算 成 す
十 係 の 二 る
七 る 基 十 者
年 消 礎 七 に
改 費 と 年 限

え 割 つ に 控 ）
ら 額 た お 除 附
れ 」 金 い し 則
た と 額 て き 第
平 す が は れ 十
成 る あ 、 な 七
二 。 る 当 か 項
十 場 該 つ 第
七 合 控 た 一
年 に 除 金 号
改 お し 額 イ

等額 二 る 項 、、 十 金 に 附こ 七 額 規 則れ 年 を 定 第を 改 超 す 十課 正 え る 五税 後 な 平 項標 の い 成 に準 条 と 二
規と 例 き 十
定し 第 は 七

に 提 え に を
お 出 ら 掲 控
い す れ げ 除
て る た る し
、 義 平 金 た
当 務 成 額 残
該 が 二 を 額
課 あ 十 控 （
税 る 七 除 控
期 者 年 し 除
間 に 改 て し

げ る
る の
金 は
額 、
及 「
び 山
同 口
号 県
ハ 税
に 賦
掲 課

正 税 な 改 る
後 額 る 正 。
の が 金 後 ）
条 含 額 の が
例 ま に 条 一
第 れ 附 例 部
五 て 則 第 施
十 い 第 五 行
三 る 六 十 日
条 と 項 三 以
の き に 条 後

正 い き ） に
後 て れ 、 掲
の は な 同 げ
条 、 か 項 る
例 当 つ 第 金
第 該 た 一 額
五 控 金 号 か
十 除 額 ロ ら
三 し ） に 同
条 き 及 掲 項
の れ び げ 第

すて 五 、 年
る算 十 当 経
平定 三 該 過
成し 条 事 措
二た の 業 置
十譲 六 者 対
七渡 第 を 象
年割 一 平 課
経額 項 成 税
過」 に 二 仕
措と 規 十 入

に 限 正 控 き
係 る 後 除 れ
る 。 の し な
同 ） 条 き か
項 が 例 れ つ
第 一 第 な た
五 部 五 か 金
号 施 十 つ 額
に 行 三 た が
規 日 条 金 あ
定 以 の 額 る

げ 徴
る 収
金 条
額 例
、 の

二 同 一
五 号 部

に を
掲 改
げ 正

六 は 規 の に
第 、 定 六 終
二 当 す 第 了
項 該 る 二 す
の 事 経 項 る
規 業 過 の 課
定 者 措 規 税
の に 置 定 期
適 対 対 に 間
用 す 象 よ に

六 な 同 る 二
第 か 項 金 号
二 つ 第 額 イ
項 た 一 か に
に 金 号 ら 掲
規 額 ハ 同 げ
定 ） に 項 る
す 、 掲 第 金
る 同 げ 二 額
事 項 る 号 を

置あ 定 七 れ
対る す 年 等
象の る 改 に
課は 事 正 係
税、 業 後 る
資者 の 消「
産山 と 条 費
の口 み 例 税
譲県 な 附 額

税 し 則 が 渡

す 後 六 」 場
る に 第 と 合
不 終 二 す に
足 了 項 る お
額 す に 。 い
の る 規 て
計 課 定 は
算 税 す 、
の 期 る 当
基 間 事 該



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

山
別 山 口
表 口 県
第 県 山 条
一 使 口 例
の 用 県 第
８ 料 使 十
の 手 用 一
表 数 料 号

山 い
平 口 て 改
成 県 は 正
二 使 、 後
十 用 な の
五 料 お 条
年 手 従 例
三 数 前 第

（ （
自 自 自 る
動 動 改 動 金
車 車 正 車 額
税 の 後 取 」
に 取 の 得 と
関 得 条 税 す
す に 例 に る
る 対 第 関 。

三 料 手
十 条 数
三 例 料
の 条（
項 昭 例
の 和 の
次 三 一
に 十 部
次 一 を一 の 年 改戸 よ 山 正建 う 口 す

月 料 の 八
十 条 例 十
九 例 に 九
日 の よ 条

一 る 第
部 。 一
を 項
改 の
正 規
す 定
る は
条 、

経 し 八 す
過 て 十 る
措 課 条 経
置 す の 過
） る 三 措

自 の 置
動 規 ）
車 定
取 は
得 、
税 平
に 成

下申 下申 申
の請 の請 請
もに もに に
の係 の係 係
る る る
戸 戸 戸

て に 県 るの 加 条 条住 え 例 例宅 る 第
。 一

号
）
の
一
部
を

例 平
を 成
こ 二
こ 十
に 五
公 年
布 度
す 以
る 後
。 の

年

つ 二
い 十
て 五
は 年
、 四
な 月
お 一
従 日
前 以
の 後
例 の数 数 数

が が が
六 二 一
戸 戸 戸
以 一 以 一の
上 件 上 件も
十 に 五 にの
戸 戸つ つ
以 き 以 き

次
の
よ
う一 に件 改に 正つ すき る
。

度
分
の
自
動
車
税
に
つ
い
て

に 自
よ 動
る 車
。 の

取
得
に
対
し
て
課

十 十
四 二 四
万 万 万
二 七 七
千 千 千
円 円 円

四
万
七
千
円

山 適
用口 し

県 、
平知 成

事 二
十
四

山 年
度

す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ

分
本 ま

で
の

繁 自
動太 車

郎 税
に
つ

い
て
適
用
し
、
同
日
前
の

二
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

供
す
る
部

う
ち非
工住
場宅

住複
戸合
の建
部築

共
同
住

分

床
面
積
の
合
計

等建
の築
用物
にの

のを床 のを床
超面 超面
え積 え積
五の 二の
千合 千合
平計 平計

以床 も申 百
下面 の請 戸
の積 に 以
もの 係 下
の合 る の
計 戸 も

分物
の
う
ち

申 戸申 戸申
請 以請 以請
に 下に 下に
係 の係 の係
る もる もる
戸 の戸 の戸

宅
等
又
は

十申 五申
戸請 戸請
以に 以に
下係 下係
のる のる
も戸 も戸

が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

方が 方が
メ二 メ三
ー千 ー百
ト平 ト平

一 ル方 一 ル方
件 以メ 件 以メ
に 下ー に 下ー

のト のトつ つ
き もル き もル

が 数 の
三 が
百 三
平 百

一 方 一 一 一
件 メ 件 戸 件
に ー に 以 に

ト 上つ つ つ
き ル き の き

数 数 数
が が が
二 百 五
百 一 十
一 一 戸 一 一 一
戸 件 以 件 戸 件
以 に 上 に 以 に
上 二 上つ つ つ
三 き 百 き 百 き

の数 の数
が が
二 十
十 一
六 一 戸 一
戸 件 以 件
以 に 上 に
上 二つ つ
五 き 十 き

十
二 八
十 万
九 八
万 千
円 円

九 八
十 十 十
一 一 九
万 万 万
五 五 五
千 千 千
円 円 円

六 三
十 十
五 九
万 万
三 六
千 千
円 円

二
十 十
五 八
万 万
七 七
千 千
円 円

二
七



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

部供う
分すち非
る工住
部場宅

ト床 のを床
ル面 も超面
を積 のえ積
超の 二の
え合 万合
る計 五計

分等建
以の築
外用物
のにの

のを床 のを床 の
超面 超面
え積 え積
一の 五の
万合 千合
平計 平計

を床 以床 ト床
超面 下面 ル面
え積 の積 を積
二の もの 超の
千合 の合 え合
平計 計 る計

のを床 のを
も超面 超
のえ積 え
二の 一
万合 万
五計 平

もが 千が
の二 平一
万 方万
五 メ平

一 千 一 ー方 一
件 平 件 トメ 件
に 方 に ルー に

メ 以トつ つ つ
き ー き 下ル き

方が 方が
メ五 メ二
ー千 ー千
ト平 ト平
ル方 一 ル方 一
以メ 件 以メ 件
下ー に 下ー に
のト のトつ つ
もル き もル き

方が が もが
メ三 三 の二
ー百 百 万
ト平 平 五
ル方 一 方 一 千
以メ 件 メ 件 平
下ー に ー に 方
のト ト メつ つ
もル き ル き ー

千が 方
平一 メ
方万 ー
メ平 ト

一 ー方 一 ル
件 トメ 件 以
に ルー に 下

以ト のつ つ
き 下ル き も

九 八
十 十
三 二
万 万
五 二
千 千
円 円

六 五
十 十
九 六
万 万
七 九
千 千
円 円

二 五
四 十 十
十 五 一
万 万 万
二 三 五
千 千 千
円 円 円

四 三
十 十
四 七
万 万
三 二
千 千
円 円

二
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 八 築 機 関 号
五 十 物 関 す ）
十 四 新 の る 第

４ ３
機 の 部
関 例 分 複

に に に 合

手画物低
数認新炭
料定築素
申等建
請計築

２
の る 非 計 物
合 額 住 非 に の
計 と 宅 住 応 う

備
１

に 部 考
応 分 共
じ に 同

五 号 築 登 法 七
条 。 等 録 律 十
第 以 計 を 六（
二 下 画 受 平 条
項 こ が け 成 第
に の 都 て 十 一
お 項 市 い 一 項
い に の る 年 の
て お 低 も 法 登
準 い 炭 の 律 録
用 て 素 に 第 建

（
エ 係 よ つ 建
ネ る り い 築
ル 申 算 て 物
ギ 請 定 申 の
ー 書 し 請 建
の に た す 築
使 、 額 る 物
用 建 を 場 全
の 築 合 合 体
合 基 算 の に
理 準 し 手 つ

に 当 建 宅 じ ち
応 該 築 建 工
じ 非 物 築 に 場

住 の 物 定 等
に 宅 う の め の
定 建 ち 建 る 用
め 築 工 築 額 に
る 物 場 物 を 供
額 の 等 全 合 す
を う の 体 算 る
合 ち 用 に し 部

つ 住
に い 宅
定 て 等
め 申 の
る 請 建
額 す 築
と る 物
当 場 全
該 合 体
共 の に
同 手 つ

す 化 限 八 築「
る 法 の る 十 物
場 」 促 。 一 調
合 と 進 ） 号 査
を い に が ） 機
含 う 関 作 第 関
む 。 す 成 五 又
。 ） る し 条 は
） 第 法 た 第 住
に 五 律 当 一 宅
掲 十 該 項 の

化 法 た 数 い
に 第 額 料 て
関 七 と の 又
す 十 す 金 は
る 七 る 額 複
法 条 。 は 合
律 の 、 建

二 １ 築（
昭 十 の 物
和 一 例 の
五 第 に 建

算 工 に つ た 分
し 場 供 い 額 の
た 等 す て と 床
額 の る 申 す 面
と 用 部 請 る 積
す に 分 す 。 と
る 供 の る み
。 す 床 場 な

る 面 合 し
部 積 の た
分 の 手 場

住 数 い
宅 料 て
等 の 又
の 金 は
う 額 共
ち は 同
共 、 住
用 当 宅
部 該 等
分 共 の
の 同 建（

げ 四 平 申 の 品
る 条 成 請 登 質
基 第 二 に 録 確
準 一 十 係 住 保
に 項 四 る 宅 の
適 各 年 低 性 促
合 号 法 炭 能 進
し 律 素 評 等（
て 法 第 建 価 に

十 一 よ 築
四 項 り 物
年 の 算 全
法 指 定 体
律 定 し 及
第 確 た び
四 認 額 住
十 検 と 戸
九 査 ２ の

以 合 数 合
外 計 料 の
の に の 当
部 応 金 該
分 じ 額 床
の は 面
床 に 、 積
面 定 当 の
積 め 該 合

床 住 築
面 宅 物
積 等 全
を の 体
非 全 及
住 体 び
宅 の 住
建 戸 戸
築 数 の

二
九



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

三 二 一 れ 付
ぞ が

二 三 三 れ あ

６
九 八 七 六 五

に 三 二 百 五 二

四 三 二 一 ぞ
れ

十 六 二 一 次

５
あ 額 あ い
る と る る
場 に す 場 こ

千 百 百 次 る
平 平 平 に 場
方 方 方 定 合
メ メ メ め の
ー ー ー る 手
ト ト ト 額 数
ル ル ル を 料
を を 以 前 の
超 超 下 記 金
え え の の 額
五 二 も 手 は

係 百 百 一 十 十
る 一 一 戸 一 六
申 戸 戸 以 戸 戸
請 以 以 上 以 以
書 上 上 二 上 上

の 三 百 百 五（
１ も 百 戸 戸 十
か の 戸 以 以 戸
ら 以 下 下 以
３ 七 下 の の 下
ま 十 の も も の

一 戸 戸 戸 に
戸 以 以 の 定
以 上 上 も め
上 十 五 の る
二 戸 戸 額
十 以 以 四 を
五 下 下 万 前
戸 の の 二 記
以 も も 千 の
下 の の 円 手
の 数

合 係 る 合 と
の る 。 の を
手 申 手 証
数 請 数 す
料 書 料 る
の の 書（
金 １ 金 類
額 又 額 （
は は は 以
、 ３ 、 下
次 の 四 こ

千 千 の 数 、
平 平 料 次
方 方 十 の に
メ メ 万 金 掲
ー ー 五 額 げ
ト ト 千 か る
ル ル 円 ら 床
以 以 減 面
下 下 じ 積
の の た の
も も 金 合

で 四 も の の も
の 万 の の
場 四 五 三
合 千 七 十 十 二
に 円 十 二 一 十
係 三 万 万 一
る 万 六 六 万
も 五 千 千 二
の 千 円 円 千
を 円 円
含

も 十 十 料
の 二 一 の

万 万 金
十 六 七 額
六 千 千 か
万 円 円 ら
円 減

じ
た
金
額

に 場 万 の
掲 合 二 項
げ に 千 に
る 係 円 お
申 る を い
請 も 前 て
に の 記 「
係 を の 適
る 含 手 合
戸 む 数 証
数 。 料 」

の の 額 計
と の

二 十 す 区
十 六 る 分
一 万 。 に
万 千 応
円 円 じ

、
そ

む
。
）
に
適
合
証
の
添

と
す
る
。

の ） の と
区 に 金 い
分 適 額 う
に 合 か 。
応 証 ら ）
じ の 減 の
、 添 じ 添
そ 付 た 付
れ が 金 が

三
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

二三三
の十

務に画物低
関の新炭
す認築素
る定等建
事等計築

一 料 二戸 の の建 金 項

８
六 五 四

法 千
第 二 円 一 五

７
三 二 一 れ あ

次 る
二 三 三 に 場 に

六 五 四
千

二 円 一 五

変
更
に
係
る
戸

て 額 にの に 規住 加 定宅 算 す
し る変 た 建更 金 築に 額 物係 と 等る す 確戸 る 認

五 万 万 千
十 五 平 平
四 千 方 方
条 平 メ メ
第 方 ー ー
二 メ ト ト
項 ー ル ル
の ト を を
規 ル 超 超
定 を え え
に 超 二 一

千 百 百 定 合 係
平 平 平 め の る
方 方 方 る 手 申
メ メ メ 額 数 請
ー ー ー を 料 書
ト ト ト 前 の （
ル ル ル 記 金 ２
を を 以 の 額 又
超 超 下 手 は は
え え の 数 、 ３
五 二 も 料 次 の

万 万 千
五 平 平
千 方 方
平 メ メ
方 ー ー
メ ト ト
ー ル ル
ト を を
ル 超 超
を え え
超 二 一数

が
二
戸
以
上
五
戸
以

数 。 申が 請一 手戸 数一の 一 料件も 件 のにの に 金つ つ 額き き に
相
当

よ え 万 万
る る 五 平
申 も 千 方
出 の 平 メ
を 方 ー
す 七 メ ト
る 十 ー ル
場 三 ト 以
合 万 ル 下
の 五 以 の
手 千 下 も

千 千 の の に 場
平 平 金 掲 合
方 方 二 額 げ に
メ メ 十 か る 係
ー ー 四 ら 床 る
ト ト 万 減 面 も
ル ル 三 じ 積 の
以 以 千 た の を
下 下 円 金 合 含
の の 額 計 む
も も と の 。

え 万 万
る 五 平
も 千 方
の 平 メ

方 ー
三 メ ト
十 ー ル
一 ト 以
万 ル 下
五 以 の
千 下 も

す
る
額
を
前二 二 記万 万 の四 四 手千 千 数円 円

数 円 の の
料 も
の の 五
金 十
額 六 七
は 十 万
、 六 円
二 万
十 二

の の す 区 ）
る 分 に

四 三 。 に 適
十 十 応 合
八 七 じ 証
万 万 、 の
九 五 そ 添
千 千 れ 付
円 円 ぞ が

円 の の
も
の 二

十
二 四
十 万
八 五
万 千
三 円

三
一



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

住複
戸合共
の建同
部築住

床 のを床 以床
面 超面 下面
積 え積 の積
の 二の もの
合 千合 の合
計 平計 計

も変 百変 戸
の更 戸更 以
に 以に 下
係 下係 の
る のる も
戸 も戸 の

分物宅
の等
う又
ちは

変 戸変 十変
更 以更 戸更
に 下に 以に
係 の係 下係
る もる のる
戸 の戸 も戸

五変 下変 下
戸更 の更 の
以に もに も
下係 の係 の
のる る
も戸 戸

が 方が が
二 メ三 三
千 ー百 百
平 ト平 平
方 一 ル方 一 方
メ 件 以メ 件 メ
ー に 下ー に ー

のト トト つ つ
ル き もル き ル

数 の数
が が
三 二
百 百

一 一 一 一 一
件 戸 件 戸 件
に 以 に 以 に

上 上つ つ つ
き の き 三 き

数 数 の数
が が が
百 五 二
一 十 十
戸 一 一 一 六 一
以 件 戸 件 戸 件
上 に 以 に 以 に
二 上 上つ つ つ
百 き 百 き 五 き

の数 数
が が
十 六
一 戸
戸 一 以 一
以 件 上 件
上 に 十 に
二 戸つ つ
十 き 以 き

九 五
万 万
五 八
千 千
円 円

四 四 三
十 十 十
五 四 二
万 万 万
八 八 八
千 千 千
円 円 円

十
九
万 十
八 三
千 万
円 円

九 六
万 七 万
四 万 四
千 千 千
円 円 円

三
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

部供う
分すち非
る工住
部場宅

供う
すち非
る工住
部場宅

分等建
以の築
外用物
のにの

のを床 のを床 の
も超面 超面
のえ積 え積
二の 一の
万合 万合
五計 平計

を床 のを床 以床
超面 超面 下面
え積 え積 の積
五の 二の もの
千合 千合 の合
平計 平計 計

ト床 のを床
ル面 も超面
を積 のえ積
超の 二の
え合 万合
る計 五計

分等建
の築
用物
にの

のを床 のを
超面 超
え積 え
一の 五
万合 千
平計 平

一
件
に
つ
き

千が 方が
平一 メ五
方万 ー千
メ平 ト平
ー方 一 ル方 一
トメ 件 以メ 件
ルー に 下ー に
以ト のトつ つ
下ル き もル き

方が 方が が
メ二 メ三 三
ー千 ー百 百
ト平 ト平 平
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方が 方
メ五 メ
ー千 ー
ト平 ト
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のト のつ つ
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十

四 四
十 万
一 九
万 千
円 円

二
十 二 十
八 十 二
万 万 万
四 二 七
千 千 千
円 円 円

二 二
十 十
五 二
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千 千
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５ ４
一 ぞ あ 前

れ る 記
一 次 場 に の に

３
の 部 の る
例 分 複 合 額
に に 合 計 と

２
非 計 物 に 部
住 非 に の 応 分
宅 住 応 う じ に

申画物低
請変新炭
手更築素
数認等建
料定計築

備
１

考
共
同

戸 に 合 係 手 係
の 定 の る 数 る
も め 手 申 料 申
の る 数 請 の 請

額 料 書 金 書
二 を の 額 に（
万 前 金 １ か 適
千 記 額 又 ら 合
円 の は は 減 証

手 、 ３ じ の
数 次 の た 添

よ つ 建 に 当
り い 築 応 該
算 て 物 じ 非
定 申 の 住
し 請 建 に 宅
た す 築 定 建
額 る 物 め 築
を 場 全 る 物
合 合 体 額 の
算 の に を う
し 手 つ 合 ち

建 宅 じ ち つ
築 建 工 に い
物 築 に 場 定 て
の 物 定 等 め 申
う の め の る 請
ち 建 る 用 額 す
工 築 額 に と る
場 物 を 供 当 場
等 全 合 す 該 合
の 体 算 る 共 の
用 に し 部 同 手

住
宅
等
の
建 ト床築 ル面物 を積全 超の体 え合に る計つ

料 に 場 金 付
の 掲 合 額 が
金 げ に と あ
額 る 係 す る
か 変 る る 場
ら 更 も 。 合
減 に の の
じ 係 を 手
た る 含 数
金 戸 む 料
額 数 。 の

た 数 い 算 工
額 料 て し 場
と の 又 た 等
す 金 は 額 の
る 額 複 と 用
。 は 合 す に

、 建 る 供
１ 築 。 す
の 物 る
例 の 部
に 建 分

に つ た 分 住 数
供 い 額 の 宅 料
す て と 床 等 の
る 申 す 面 の 金
部 請 る 積 う 額
分 す 。 と ち は
の る み 共 、
床 場 な 用 当
面 合 し 部 該
積 の た 分 共
の 手 場 の 同

もがい の二て 万又 五は 一 千共 件 平同 に 方住 メつ宅 き ー等
の
建

と の ） 金
す 区 に 額
る 分 適 は
。 に 合 、

応 証 二
じ の 万
、 添 千
そ 付 円
れ が を

よ 築 以
り 物 外
算 全 の
定 体 部
し 及 分
た び の
額 住 床
と 戸 面
２ の 積

合 数 合 床 住
計 料 の 面 宅
に の 当 積 等
応 金 該 を の
じ 額 床 非 全

は 面 住 体
に 、 積 宅 の
定 当 の 建 戸
め 該 合 築 数

築
物
全 四体 十及 六び 万住 八戸 千の 円
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め の る 五 平
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額 数 請 平 メ
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前 の メ ト（
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手 は は ル 超
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千 千 百 百 次
平 平 平 平 に
方 方 方 方 定
メ メ メ メ め
ー ー ー ー る
ト ト ト ト 額
ル ル ル ル を
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一 五 二 も 手

る 係 百 百 一 十
場 る 一 一 戸 一
合 申 戸 戸 以 戸
の 請 以 以 上 以
手 書 上 上 二 上
数 の 三 百 百（
料 １ も 百 戸 戸
の か の 戸 以 以
金 ら 以 下 下
額 ３ 三 下 の の
は ま 十 の も も

十 一 戸 戸
六 戸 以 以
戸 以 上 上
以 上 十 五
上 二 戸 戸
五 十 以 以
十 五 下 下
戸 戸 の の
以 以 も も
下 下 の の
の の

の に 場 え 万
金 掲 合 る 五
額 げ に も 千
か る 係 の 平
ら 床 る 方
減 面 も 十 メ
じ 積 の 五 ー
た の を 万 ト
金 合 含 八 ル
額 計 む 千 以
と の 。 円 下

万 千 千 の 数
平 平 平 料
方 方 方 五 の
メ メ メ 万 金
ー ー ー 三 額
ト ト ト 千 か
ル ル ル 円 ら
以 以 以 減
下 下 下 じ
の の の た
も も も 金

、 で 七 も の の
次 の 万 の
に 場 二 二 十
掲 合 千 三 十 五
げ に 円 十 六 万
る 係 六 万 八
床 る 万 四 千
面 も 八 千 円
積 の 千 円
の を 円
合 含

も も 六 五
の の 万 万

三 九
十 八 千 千
万 万 円 円
七 円
千
円

す 区 ） の
る 分 に も
。 に 適 の

応 合
じ 証 十
、 の 四
そ 添 万
れ 付 二
ぞ が 千

の の の 額
と

十 十 八 す
二 万 万 る
万 六 千 。
三 千 円
千 円
円

計 む
の 。
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応 合
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「

が機定す
営 あ以をる営
業 る外受遊業
所 ものけ技所
に の遊た機に
設 技遊に設

「
別
表
第が機定す 二な以をる営 のい外受遊業 四ものけ技所 のの遊た機に 項技遊に設

別
表
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一
の
８
の
表

置 機技認置 風機技認置 俗
営
業
許
可
申
請
手
数
料
に

三
十
九
の
項
長
期
優
良 ８
住 数 出 六
宅 料 を 法
建 の す 第 二

五 四 三 二 一

一 五 二 三 三
一
件
に
つ
き

額ら認つ遊定機受
） 定て技を一け二
を 申は機受台た千
加 請、以けご遊七

関一 す件 るに 部つ 分き 中
あて（

に つ営三
定 てむ月
め は営以

築 金 る 五 万
等 額 場 十 五
計 に 合 五 千
画 相 の 条 平
認 当 手 第 方
定 す 数 二 メ
申 る 料 項 ー
請 額 の に ト
手 を 金 お ル
数 前 額 い を
料 記 は て 超

万 千 千 百 百
平 平 平 平 平
方 方 方 方 方
メ メ メ メ メ
ー ー ー ー ー
ト ト ト ト ト
ル ル ル ル ル
を を を を 以
超 超 超 超 下
え え え え の
二 一 五 二 も算 手そ外たと技百し 数れの型に機円た 料ぞ遊式二以

を額 のれ技に十外
減金遊機属円の
じ額技にす 遊（
たか機ある検技

」
を

る 、業内
額 一にの
に 万係期二
、 六る間万
認 千もを七
定 円の限千
を ）につ円

に の 、 準 え
関 手 二 用 る
す 数 十 す も
る 料 二 る の
部 の の 法
分 金 項 第 三
の 額 に 五 十
備 に 規 十 六
考 加 定 四 万
１ 算 す 条 八
中 し る 第 千

万 万 千 千 の
五 平 平 平
千 方 方 方 十
平 メ メ メ 二
方 ー ー ー 万
メ ト ト ト 二
ー ル ル ル 千
ト 以 以 以 円
ル 下 下 下
以 の の の
下 も も も

た 建 二 円「
金 築 項（

平 額 物 の
成 と 等 規
十 す 確 定
一 る 認 に
年 。 申 よ
法 請 る
律 手 申
第
八

の の の の
も
の 二 二 十

十 十 八
三 八 四 万
十 万 万 八
三 五 四 千
万 千 千 円
円 円 円

十
一
号
）
」
を
削
る
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は 四
十二
円千
」二
に百
改円
め、
、２
同の

十 千 を 中
円 円 「 「 あ」 」 一 七 つを に 万 千 て、 六 四「 は一 千 百「 、万 一 三 円 一二 万 百 」 万千 四 円 を 五

「

て（
営三
む月
営以
業内
にの
係期二
る間万

る認す
場定る営
合遊遊業
技技所
機機に
がに設

合う遊 機定す（
。 以以をる技
） 下外受遊機が のけ技」「な 未遊た機
とい 認技遊に備場

考合
３に
中あ

つ 「
同て
時は
に四
」千
の三
下百
に

六 千 」 「 千百 七 に 六 円円 百 、 千 ）」 円 八「
に 」 二 百 」
改 を 万 円
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、 二 千 に あ同 万 七 改 つ部 三 百 め て分 千 円 、 はの 円 」 同

もを七
の限千
につ円

を
「

て（
営三
む月
営以

あ未置 場い定機技認

円
、 「

当１
該及
認び
定２ に以 係外 るの 遊場 技合 機

、備 」 を 項 一考 に 遊「 万１ 、 二 技 四中 万 機「 千三 九 認「 円二 万 千 定 ）千 七 円 申
七 百 」 請 」
百 円 に 手
円 」 、 数
」 を 料

業内
にの
係期二
る間万
もを四
の限千
につ円

じ料ぞ遊とに
たのれ技に、に 額金遊機四未改 ）額技に十認め

一
件
に
つ
き

し円す該つい 外に百
にる特てう特の属円にた
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じ式未、）未認る検め）

一
件
に
つ
き

あて（
つ営三
てむ月
は営以

に とあ 同つ 一て のは 型八 式千 に
円 属
」 す
に る
改 」

「
を 五 に「

三 千 関「
二 万 九 す
千 五 百 る
二 千 円 部
百 円 」 分
円 」 を 中
」 に 「 「
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改 万 万「
め 一 四 千

をか機あ円定、 加ら認つ 遊同 （
算八定て特技部 し千申は定機分 た円請、未一の 額を手そ認台備 減数れ定ご考

２ 」
中
「
九

ての認五が認定未定るを
得数定千あ定遊認を額加たを遊六る遊技定受に

算額二技百場技機遊け、
しを千機円合機 技た二（
た加四がにに 以機型千
額算百属当あと下以式八

に
、

、業内
一にの
万係期二
五る間万
千もを五
円の限千
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め を
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機 千
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検 円
定 」
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同 八 四 百
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す に 万 百 手 に
る 、 円 数 」三
部 」 料 の千「
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八 八 十円
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三
八



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

第 長
一 期
号 継
チ 続
中 契

約「
ロ を
」 締

山
口 長
県 平 期

長 条 成 継
期 例 二 続
継 第 十 契
続 十 五 約
契 二 年 を
約 号 三 締

こ
の
条 附
例
は 則
、
平
成

承遊
認技
手機
数変
料更

項す第関び風
のる十す業俗を 結

す「
ロ る
、 こ
ハ と
及 が
び で
ホ き
」 る
に 契
改 約
め を

を 月 結
締 十 す
結 九 る
す 日 こ
る と
こ が
と で
が き
で る
き 契
る 約
契 を

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

が が
あ未 な
る認 い
場定 場
合遊 合
技
機

承同項る務営
未 認法に法の業
認 第お律適等
定 九い第正の
遊 条て二化規
技 第準十等制
機 一用条に及

、 定
同 め
号 る
リ 条
を 例
次 （
の 平
よ 成
う 十
に 七
改 年

約 定
を め
定 る
め 条
る 例
条 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正

す
る
。

一 一
件 件
に に
つ つ

め 山
る 口
。 県

条
例
第
七
号
）
の
一

改 す
正 る
す 条
る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す

額を手そ
減数れ
じ料ぞ
たのれ
額金遊
）額技
をか機
加ら認
算八定

き き

認台額じ式未て遊五
定ご） の認は技千て
遊とに 数定、機二得
技に、 を遊八が百た
機四未 二技千あ円額に十認 千機円る（をあ円定 四がに場特 二

加つ 遊 百属当合定 千（
算て特技 円す該に未 四

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

山 る
。口

県
知
事

山

し千申
た円請

しは定機 にる特あ認 百
、未一た乗型定つ定 円

。

三
九

本

繁
太
郎



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

済 山 創 や
活 口 造 ま
性 県 基 ぐ
化 地 金 ち
・ 域 未
雇 経 来

山
別 山 口
表 口 県
山 県 山 条
口 資 口 例
県 金 県 第
大 積 資 十
規 立 金 三
模 基 積 号

山 こ
平 口 の タ
成 県 条 附
二 資 例 自
十 金 は 則 動
五 積 、 車
年 立 公 取
三 基 布 得

第 第
ヨ 一 ツ 一 リ

号 号
職 タ 通 中 イ
員 中 学 レ 及
の 用 を び「
健 巡 の ネ ニ
康 視 バ と に

施 建 策 ぐ 県
を 設 の ち 政
推 事 推 の の
進 業 進 未 基
し の を 来 盤
、 円 図 を づ
地 滑 る 創 く
域 か こ 造 り
経 つ と す を
済 計 。 る 進
の 画 た め

事 金 立
業 条 基
基 例 金
金 条（
の 昭 例
項 和 の
の 六 一
次 十 部
に 年 を
次 山 改
の 口 正
よ 県 す

月 金 の 税
十 条 日 又
九 例 か は
日 の ら 自

一 施 動
部 行 車
を す 税
改 る に
正 。 係
す る
る 申
条 告

診 」 ス し 規
断 を の 、 定
の 運 ネ す「
業 維 行 の る
務 持 の 前 物
に 管 業 に 品
係 理 務 次 の
る 」 に の 保
契 に 係 よ 守
約 改 る う の

め 契 に 業
、 約 加 務

活 的 め 、
性 な の や
化 実 施 ま

中 る 中
欄 と 欄
に 認 に
掲 め 掲
げ る げ
る 経 る

う 条 る
に 例 条
加 第 例
え 三
る 号
。 ）

の
一
部
を
次

例 書
を の
こ 受
こ 理
に 及
公 び
布 納
す 税
る 証
。 明

書

同 え に
号 る 係
中 。 る
タ 契
を 約
ソ
と
し
、
ヨ
を

設 費 設
置 の 置
の 財 の
目 源 目
的 に 的
を 充 を
達 て 達
成 る 成
す と す
る き る
た 。 た

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

の
交
付
の
業
務
に
係
る
契
約

レ
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ

め め
知 知
事 事
が が
必 必
要 要
が が
あ あ

山
口
県
知
事

山

う
に
加
え
る
。

本

繁
太
郎

四
〇



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

児
童
福
祉
施
設
の
設

二 一 こ
温 の
暖 別 別 条
化 表 表 例
対 山 山 は
策 口 口 、
等 県 県 公
推 大 ふ 布

別
表 推 着 山

附 山 進 物 口
口 基 地 県

則 県 金 域 海
ふ 対 岸
る 策 漂
さ

別
表 金 等 能 山
山 導 エ 口
口 入 ネ 県
県 推 ル 再
産 進 ギ 生
業 基 ー 可
廃

別
表 例 用
山 基 創
口 金 出
県 臨
地 時
球 特
温

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

進 規 る の
基 模 さ 日
金 事 と か
の 業 雇 ら
項 基 用 施
の 金 再 行
次 の 生 す
に 項 特 る
次 の 別 。
の 次 基 た
よ に 金 だ
う 次 の し

と
雇 を 発 海
用 図 生 岸
再 る の 漂
生 こ 抑 着
特 と 制 物
別 。 の 等
基 た の
金 め 回
の の 収
項 施 、
を 策 処

棄
物 進 境 ギ 防
適 を 負 ー 災
正 図 荷 等 拠
処 る の を 点
理 こ 小 導 等
基 と さ 入 に金 。 い し 再の 地 、 生項 域 災

可の づ 害
能次 く に

暖
化 と 及
対 。 び
策 雇
等 用
推 の
進 機
基 会
金 の
の 創
項 出
の を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

に の 項 、
加 よ を 次
え う 削 の
る に る 各
改 加 改 号
正 え 正 に
規 る 規 掲
定 改 定 げ

正 る
平 規 平 規
成 定 成 定

削 の 理
る 推 及
。 進 び

る 中
と 欄
認 に
め 掲
る げ
経 る

エに り 強
ネ次 の く

の 推 環 ル
よ
う
に る 中
加 と 欄
え 認 に
る め 掲
。 る げ

経 る

次 図
に る
次 こ
の
よ
う る
に と
加 認
え め
る る
。 経

す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

二 二 は（
十 や 十 、
五 ま 五 当
年 ぐ 年 該
四 ち 三 各
月 未 月 号
一 来 二 に
日 創 十 定

造 九 め
基 日 る
金 日

費 設
の 置
財 の
源 目
に 的
充 を
て 達
る 成
と す
き る
。 た

費 設
の 置
財 の
源 目
に 的
充 を
て 達
る 成
と す
き る
。 た

費
の
財
源
に
充
て
る
と
き
。

る
。

の か
項 ら
に 施
係 行
る す
部 る
分 。
に
限
る
。

め
知
事
が
必
要
が
あ

め
知
事
が
必
要
が
あ

四
一

）
及
び
同
表
山
口
県
地
球



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を

正 山
目 題 す 指 口
次 名 る 定 県
中 中 。 障 指 条

害 定 例「 「
児 事 児 障 第
童 業 通 害 十
発 」 所 児 五
達 を 支 通 号

指 こ
平 定 の
成 障 条
二 害 例
十 児 は
五 通 、
年 所 平
三 支 成

３
数 第 第
の 配 二 た 十

附 個 偶 十 だ 八
別 者 三 し 条

則 対 か 条 、 第
応 ら 第 調 一
職 の 三 理 項
員 暴 項 の た

山
児 口
童 県 平
福 児 条 成
祉 童 例 二
施 福 第 十
設 祉 十 五
の 施 四 年
設 設 号 三

「
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

支 援 所「
援 事 の 支

業 事 援（
第 等 業 の
四 」 の 事
条 に 人 業
」 改 員 の
を め 、 人

る 設 員「
指 。 備 、
定 及 設
児 び 備

月 援 二
十 の 十
九 事 五
日 業 年

の 四
人 月
員 一
、 日
設 か
備 ら
及 施
び 行

を 力 中 業 だ
置 を 務 し「
か 受 前 の 書
な け 項 全 を
け た 」 部 次
れ こ を を の
ば と 委 よ「
な 等 第 託 う
ら に 二 す に
な よ 項 る 改
い り 」 乳 め
。 個 に 児 る

備 の 月
及 設 十
び 備 九
運 及 日
営 び
に 運
関 営
す に
る 関
基 す
準 る
を 基

ビ
ス
」
に
、
「
保
育
所
等
訪

童 運 及
発 営 び
達 に 運
支 関 営
援 す に

る 関（
第 基 す
四 準 る
条 等 基
」 を 準
に 定 等

運 す
営 る
に 。
関
す
る
基
準
等
を
定

別 改 院 。
に め に
特 、 あ
別 同 っ
な 項 て
支 を は
援 同 、
を 条 調
行 第 理
う 四 員
必 項 を

定 準
め を
る 定
条 め
例 る

条（
平 例
成 の
二 一
十 部
四 を

問
支
援
」
を
「
指
定
保
育

、 め を
る 定「

医 条 め
療 例 る
型 条（
児 平 例
童 成 の
発 二 一
達 十 部
支 四 を
援 年 改

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

要 と 置
が し か
あ 、 な
る 同 い
と 条 こ
認 第 と
め 二 が
ら 項 で
れ の き
る 次 る
母 に 。

年 改
山 正
口 す
県 る
条 条
例 例
第
三
号
）
の所

等
訪
問
支
援
」
に
、
「
第

」 山 正
を 口 す

県 る「
指 条 条
定 例 例
医 第
療 四
型 十
児 六
童 号
発 ）

山 る
条口 例

県 を
こ知 こ

事 に
公
布

山 す
る

子 次
に の
当 一
該 項
支 を
援 加
を え
行 る
う 。
場
合

一 山
部 口を
次 県
の 知よ
う 事
に
改
正 山
す

七
章

雑
則
（
第
三
十
八

達 の
支 一
援 部
」 を
に 次
、 の

よ「
放 う
課 に
後 改

。
本

繁
太
郎

に
は
、
規
則
で
定
め
る
員

る
。 本

繁
太
郎

四
二



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

６
つ

規 い
則 て
で 準
定 用
め す
る る
基 。

５ ４ ３
援 れ

第 に 基 前 ば
二 支 準 項 な
章 障 該 に ら

が 当 規 な（
第 な 児 定 い
五 い 童 す 。
条 場 発 る

２ 第 （
い 三 基「

基 。 基 十 準
準 準 八 該 第
該 該 条 当 七
当 当 児 章
児 児 児 童
童 童 童 発 基
発 発 発 達 準

第 第 第 「 「
六 七 三 第 第
章 章 十 五 四
の を 八 章 章
次 第 条
に 八 中 保 放
次 章 育 課「
の と 事 所 後

条
第 ）「 「

第 第 一 」
三 二 条 を
章 章 中 「

第 第「
医 児 い 八 七
療 童 う 章 章
型 発 。

準
を
満
た
し
た
指
定
生
活
介
護

、 合 達 設
第 は 支 備
六 、 援 に
条 こ 事 関
、 の 業 し
第 限 所 必
八 り の 要
条 で 設 な
か な 備 基
ら い は 準
第 。 、 は
十 専 、

達 達 達 支 該
支 支 支 援 当
援 援 援 ） 通
事 事 に 所
業 業 係 支
所 所 る 援
に 」 基
は と 準
、 い 該
指 う 当
導 。 通
訓 ） 所

一 す 業 等 等
章 る 」 訪 デ
を 。 を 問 イ
加 支 サ「
え 事 援 ー
る 業 」 ビ
。 等 を ス

」 」「
に 第 を
改 五 「
め 章 第
、 四

児 達 ） 雑 基
童 支 」 則 準
発 援 の 該（
達 」 下 第 当
支 を に 四 通
援 十 所「 「
」 第 第 条 支
を 二 二 ） 援

章 十「 （
第 一 第
三 指 条 三
章 定 の 十

事
業
者
（
指
定
障
害
福
祉
サ

条 ら 規
ま 当 則
で 該 で
、 基 定
第 準 め
十 該 る
四 当 。
条 児
、 童
第 発
十 達

練 に 支
を は 援
行 、 （
う 規 以
場 則 下
所 で 「
を 定 基
確 め 準
保 る 該
す 員 当
る 数 児

同 指 章
条 定
を 保 指
第 育 定
四 所 放
十 等 課
条 訪 後
と 問 等
す 支 デ
る 援 イ
。 」 サ

児 五 八
指 童 の 条
定 発 四 ・
医 達 第 第
療 支 一 三
型 援 項 十
児 」 第 九
童 に 二 条
発 改 号 ）
達 め 、 」
支 る 」 に

ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、

五 支
条 援
及 の
び 事
第 業
十 の
九 用
条 に
を 供
除 す
く る

ほ の 童
か 指 発
、 導 達
基 員 支
準 又 援
該 は 」
当 保 と
児 育 い
童 士 う
発 及 。
達 び ）

に ー
改 ビ
め ス
る 」
。 に

改
め
る
。

援 。 を 改
」 加 め
に え る
改 、 。
め 「
る 事
。 業

」
を
「
事

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

。 も
） の
の で
規 な
定 け
は れ
、 ば
基 な
準 ら
該 な
当 い

支 児 の
援 童 事
の 発 業
提 達 を
供 支 行
に 援 う
必 管 者
要 理 が
な 責 当
設 任 該
備 者 事

業
等
」
に
改
め
る
。

準
等
を
定
め

四 る
三 条

例
第
二

児 。
童 た
発 だ
達 し
支 、
援 障
の 害
事 児
業 の
に 支

及 を 業
び 置 を
備 か 行
品 な う
等 け 事
を れ 業
備 ば 所
え な （
な ら 以
け な 下



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

事
業
等
の
人
員
、
設

２ １（ （
に 指 施

第 改 指 定 こ 行
三 正 定 障 の 期
条 す 障 害 条 日
第 る 害 福 例 ）
五 。 福 祉 は
号 祉 サ 、
及 サ ー 平

第
と 各 四 三
す 項 条 十

附 る 」 、 九
。 と 第 条

則 あ 十
り 五 放
、 条 課
及 及 後

（
基 通 す す こ 十
準 所 る る と 四
該 介 指 場 等 年
当 護 定 合 に 山
放 事 通 に よ 口
課 業 所 は り 県
後 所 介 、 児 条
等 に 護 当 童 例

７
を 基 こ 十

規 基 準 と 五
則 準 該 が 条
で 該 当 困 第
定 当 児 難 一
め 児 童 な 項
る 童 発 障 に
基 発 達 害 規

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

び ー ビ 成
第 ビ ス 二
六 ス の 十
十 の 事 五
条 事 業 年
中 業 等 四

等 の 月「
指 の 人 一
定 人 員 日
障 員 、 か
害 、 設 ら
児 設 備 施

び び 等
同 第 デ
条 十 イ
第 九 サ
七 条 ー
項 を ビ
中 除 ス

く に「
第 。 係
一 ） る
項 、 基
か 第 準

デ つ 事 該 発 第
イ い 業 指 達 三
サ て 所 定 支 十
ー は を 通 援 五
ビ 、 い 所 を 号
ス 適 う 介 受 ）
） 用 。 護 け 第

し ） を る 三
な を 基 こ 十
い 基 準 と 四
。 準 該 が 条

該 当 困 第

準 達 支 児 定
を 支 援 に す
満 援 と 対 る
た 事 、 し 指
し 業 当 て 定
た 所 該 指 生
指 と 指 定 活
定 み 定 生 介
通 な 生 活 護
所 す 活 介 事
介 。 介 護 業
護 こ 護 者

を
定
め
る
条
例
」
に
改
め
る

通 備 及 行
所 及 び す
支 び 運 る
援 運 営 。
の 営 に
事 に 関
業 関 す
の す る
人 る 基
員 基 準
、 準 等

ら 二 該
第 十 当
五 八 通
項 条 所
ま 及 支
で び 援
」 前 の
と 条 事
あ 業（
る 第 に
の 五 つ

当 児 難 一
児 童 な 項
童 発 障 に
発 達 害 規
達 支 児 定
支 援 に す
援 と 対 る
事 、 し 指
業 当 て 定
所 該 指 通
と 指 定 所

（
事 の を 同 を
業 場 行 条 い
者 合 う 例 う

に 指 第 。（
指 お 定 二 ）
定 い 生 十 が
居 て 活 四 地
宅 、 介 条 域
サ 前 護 に に
ー 各 事 規 お
ビ 項 業 定 い

。 設 等 を
備 を 定
及 定 め
び め る
運 る 条
営 条 例
に 例 の
関 一（
す 平 部
る 成 改
基 二 正

は 項 い
、 を て

除 は「
次 く 、
条 。 第
に ） 二
お の 章
い 規 （
て 定 第
準 を 四
用 準 条

み 定 通 介
な 通 所 護
す 所 介 事
。 介 護 業
こ 護 者（
の を 同 を
場 行 条 い
合 う 例 う
に 指 第 。
お 定 三 ）
い 通 十 が

ス の 所 す て
等 規 る 児（
の 定 同 指 童
事 は 条 定 発
業 、 例 生 達
の 当 第 活 支
人 該 二 介 援
員 指 十 護 が
、 定 五 を 提
設 生 条 い 供
備 活 第 う さ

準 十 ）
等 四
を 年
定 山
め 口
る 県
条 条
例 例
」 第
を 四

十

す 用 か
る す ら
第 る 第
一 。 六
項 こ 条
か の ま
ら 場 で
第 合 、
四 に 第
項 お 八
ま い 条

て 所 三 地
、 介 条 域
第 護 に に
一 事 規 お
項 業 定 い
か 所 す て
ら る 児（
第 同 指 童
五 条 定 発
項 例 通 達
ま 第 所 支

及 介 一 。 れ
び 護 項 ） て
運 事 に を い
営 業 規 提 な
に 所 定 供 い
関 に す す こ
す つ る る と
る い 指 場 等
基 て 定 合 に
準 は 生 に よ
等 、 活 は り「

指 号
定 ）
障 の
害 一
児 部
通 を
所 次
支 の
援 よ
の う

で て か
」 、 ら
と 同 第
読 条 十
み 第 条
替 六 ま
え 項 で
る 中 、
も 第「
の 前 十

で 三 介 援
の 十 護 が
規 四 を 提
定 条 い 供
は 第 う さ
、 一 。 れ
当 項 ） て
該 に を い
指 規 提 な
定 定 供 い

を 適 介 、 児
定 用 護 当 童
め し 事 該 発
る な 業 指 達
条 い 所 定 支
例 。 を 生 援

い 活 を（
平 う 介 受
成 。 護 け
二 ） を る

四
四
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第 第
三 三
章 章
中 第
第 一
五 節
条 か

一 第
第 事 う 四
三 項 。 一 条
章 に ） 又 第
の 係 に は 二
章 る お 二 項
名 調 け 以 中
中 査 る 上 第

章「 「
第 」 第 第
十 五 四 第 第に
章 章 章 二 一、
」 節 節「
を 環 方第

境 法 第 配七「
第 影 書 二 慮章
十 響 種 書」 （

目 山
次 口
中 県 山

環 口「
準 境 県
備 影 環
書 響 境
の 評 影

山
口 山
県 平 口
条 成 県
例 二 環
第 十 境
十 五 影
六 年 響
号 三 評

の ら
前 第
に 三
次 節
の ま
一 で
節 の
及 節
び 名
節 を
名 削
を る

、 当 の 二「
準 予 該 第 号
備 測 事 一 を
書 及 業 種 第
」 び に 事 三
を 評 係 業 号

価 る 又 と「
方 の 環 は し
法 手 境 第 、
書 法 の 二 第
」 に 保 種 一
に 関 全 事 号

二 評 第 事を （
章 価 六 業 第「
」 の 条 に 四第
に 実 係 条九
、 施 第 る の章

等 十 判 二」「
第 一 定に （
十 第 条 第、 （
一 十 ） 第 四「
章 二 五 条第
」 条 条 の八
を ・ ） 七

」 価 響
を 条 評

例 価「
方 条（
法 平 例
書 成 の
の 十 一
」 年 部
に 山 を
、 口 改

県 正「
第 第 第 条 す

月 価
十 条
九 例
日 の

一
部
を
改
正
す
る
条

加 。
え
る
。

改 す の 業 を
め る た 第（
る 事 め 以 二
。 項 に 下 号

配 と「
慮 第 し
す 一 、
べ 種 同
き 事 号
事 業 の
項 等 前

章
第 ）」「

第 十を
十 三「
三 条第
章 ）十
」 」章に に」改 、にめ 、 「
る 第「。 四

三 二 一 例 る
節 節 節 第 条

三 例
環 方 第 十
境 法 二 七
影 書 種 号
響 の 事 ）
評 作 業 の
価 成 に 一
の 等 係 部
実 る を

例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

」 に（
以 と 次
下 い の

う 一「
計 。 号
画 ） を
段 の 加
階 実 え
配 施 る
慮 が 。
事 想

第 章三 」十 を五 「条 第」 六を 章
」「

第 に
三 、
十

（
施 第 判 次
等 六 定 の

条 よ（ （
第 第 う
十 第 五 に
二 十 条 改
条 一 ） 正
・ 条 す
第 ） る
十 。
三

項 定
」 さ
と れ
い る
う 区
。 域
） （
の 以
選 下
定 「
並 事

「
四 第
条 五
の 章
二 」
」 を
に 「
、 第

七「
第 章
九 」
章 に

条
）
」

を

山
口
県
知
事

山

四
五

び 業
実に

当 施
該 想
計 定
画 区
段 域
階 」
配 と
慮 い

」 、
を 「

第「
第 六
十 章
一 」
章 を
」 「
に 第
、 八

本

繁
太
郎
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い
。

第 ２（
を 四 配 作 五

条 慮 成 相受
の 書 す 互 そけ
四 の る に のる

送 こ 関 他範
配 付 と 連 規囲
慮 等 が す 則で
書 ） で る であ

四 三 二 一 い
。

計 事 第 配
画 業 一 慮
段 実 種 書
階 施 事 事
配 想 業 業
慮 定 等 者

第 ２（
に 四 配 面 計
つ 条 慮 の 知 画
い の 書 写 事 段
て 三 の し は 階
の 作 を 、 配
検 前 成 送 前 慮
討 条 等 付 項 事
を 第 ） し の 項

第 （
よ 係 四 計
り る 条 画
、 計 の 段
計 画 二 階 第
画 の 配 一
段 立 第 慮 節
階 案 一 事
配 の 種 項 配

事 き 二 定る
業 る 以 めと
者 。 上 る認
は の 事め
、 第 項ら
配 一れ
慮 種る
書 事地
を 業域
作 等を
成 を管
し 実

事 区 の の
項 域 目 氏
ご 及 的 名
と び 及 及
に そ び び
調 の 内 住
査 周 容 所
、 囲 （
予 の 法
測 概 人
及 況 に
び あ

行 一 な 規 に
っ 項 け 定 つ
た の れ に い
結 規 ば よ て
果 定 な る の
に に ら 通 検
つ よ な 知 討
い る い を そ
て 通 。 受 の
、 知 け 他
次 を た の
に し と 手

慮 段 事 に 慮
事 階 業 つ 書
項 に 等 い
に お を て
つ い 実 の
い て 施 検
て 、 し 討
の 当 よ ）
検 該 う
討 事 と
そ 業 す
の が る轄

た 施す
と しる
き よ市
は う町 、 と長 速 すに や る送 か 場付 に 合す 、 はる 規 、

評 っ
価 て
の は
結 、
果 そ
を の
と 名
り 称
ま 、
と 代
め 表

掲 た き 続
げ 第 は を
る 一 、 行
事 種 当 う
項 事 該 こ
を 業 通 と
記 等 知 と
載 を に し
し 実 係 た
た 施 る 旨
計 し 第 を

他 実 者
の 施 （
手 さ 委
続 れ 託
を る に
行 べ 係
う き る
こ 区 事
と 域 業
が そ に
で の あと 則 当と で 該も 定 配に め 慮、 る 書当 と 事該 こ 業配 ろ 者慮 に は

書 よ 、
及 り こ

た 者
も の
の 氏

名
及
び
主
た
る
事
務

画 よ 一 知
段 う 種 事
階 と 事 に
環 す 業 書
境 る 等 面
配 者 が に
慮 実 よ（
書 以 施 り

下 さ 通（
以 れ 知「
下 配 る す

き 他 っ
る の て
。 規 は
こ 則 、
の で そ
場 定 の
合 め 委
に る 託
お 事 を
い 項 し
て を よ

び 、 れ
こ こ ら
れ れ の
を を 第
要 知 一
約 事 種
し 及 事
た び 業
書 第 等
類 一 に
を 種 つ

所
の
所
在
地
）

慮 べ る「
配 書 き も
慮 事 区 の
書 業 域 と
」 者 を す
と 」 管 る
い と 轄 。
う い す
。 う る
） 。 市
を ） 町

、 決 う
当 定 と
該 す す
第 る る
一 に 者
種 当 。
事 た 以
業 っ 下
等 て 同
を は じ
実 、 。

公 事 い
表 業 て
し 等 、
な に 併
け 係 せ
れ る て
ば 環 配
な 境 慮
ら 影 書
な 響 を

作 は 長
、成 に

し 計 当
な 画 該
け 段 通
れ 階 知
ば 配 に
な 慮 係
ら 事 る
な 項 書

施 規 ）
はし 則

よ で 、
う 定 第
と め 一
す る 種
る と 事
者 こ 業
は ろ 等
、 に に

四
六
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第
五
条
第 第
一 二
項 節
中

第「

２
事 業 三
業 者 前 と
者 が 項 第 と
に 行 第 一 な
つ っ 三 種 っ
い た 号 事 た
て 計 の 業 と
行 画 場 等 き

第 （
二 一 り か 四 第

、 に 条 一
第 第 そ 該 の 種
四 一 の 当 七 事
条 種 旨 す 業
の 事 を る 配 等
三 業 公 こ 慮 の
第 等 表 と 書 廃

第 ４ ３（
け 四 配
れ 条 慮 第 第
ば の 書 一 一
な 六 に 項 項
ら つ の の
な 配 い 場 場
い 慮 て 合 合
。 書 の に に

２ 第 （
る か 四 配
。 前 ら 条 慮

の の 書項
意 五 にの
見 つ場
を 知 い合
書 事 てに
面 は のお

二（
委 種
託 事
に 業
係 に
る 係
事 る
業 判
に 定
あ
っ
て

わ 段 合 の 。
れ 階 に 実
た 配 お 施
計 慮 い を
画 事 て 他
段 項 、 の
階 に 当 者
配 つ 該 に
慮 い 引 引
事 て 継 き
項 の ぎ 継
に 検 後 い

一 を し と 事 止
項 実 な な 業 等
第 施 け っ 者 ）
二 し れ た は
号 な ば 場 、
に い な 合 第
掲 こ ら に 四
げ と な は 条
る と い 、 の
事 し 。 配 四
項 た 慮 の
を と 書 規

事 意 お お
業 見 い い
者 の て て
は 聴 、 、
、 取 知 知
規 ） 事 事
則 は は
で 、 、
定 前 配
め 二 慮
る 項 書
と の に

に 、 知い
よ 前 事て
り 条 等、
述 の の知
べ 規 意事
る 定 見は
も に ）、
の よ期
と る間
す 送を
る 付指
。 を

は
、
そ
の
委
託
を
し
よ
う
と

つ 討 の だ
い そ 事 と
て の 業 き
の 他 が 。
検 の 第
討 手 一
そ 続 種
の は 事
他 新 業
の た 等
手 に で

修 き の 定
正 。 送 に
し 付 よ
た を る
場 当 公
合 該 表
に 配 を
お 慮 行
い 書 っ
て 事 て
当 業 か

こ 意 つ
ろ 見 い
に を て
よ 勘 審
り 案 査
、 す 会
配 る の
慮 も 意
書 の 見
の と を
案 す 聴

定
受し
けて
た、
と配
き慮
は書
、に 規つ 則い でて 定

す
る
者
。
以
下
同
じ
。
）
」

続 配 あ
は 慮 る
新 書 と
た 事 き
に 業 は
配 者 、
慮 と 同
書 な 項
事 っ の
業 た 規
者 者 定

該 者 ら
修 か 第
正 ら 八
後 受 条
の け の
事 た 規
業 者 定
が に に
第 そ よ
一 の る
種 旨 公

又 る く
は 。 も
配 の
慮 と
書 す
に る
つ 。
い
て
環
境

前 め条 るに 期規 間定 内す にる 、市 配町 慮長 書
の 事

を
削
る
。

と が に
な 行 よ
っ っ る
た た 公
者 も 表
に の の
つ と 日
い み 以
て な 前
行 し に
わ 、 当

事 を 告
業 通 を
又 知 行
は す う
第 る ま
二 と で
種 と の
事 も 間
業 に に
の 、 お
い 規 い

の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見

環 業
境 者
の に
保 対
全 し
の 、
見 配
地 慮
か 書
ら に
の つ

四
七

れ 当 該
た 該 引
も 引 継
の 継 ぎ
と ぎ 前
み 前 の
な の 配
す 配 慮
。 慮 書

書 事

ず 則 て
れ で 、
に 定 次
も め の
該 る 各
当 と 号
し こ の
な ろ い
い に ず
こ よ れ

を
求
め
る
よ
う
に
努
め
な

意 い
見 て
を 環
求 境
め の
る 保
も 全
の の
と 見
す 地
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都
市
施
設
（
以
下
「

第 の（
い 三 都 第 第 下
う 十 市 八 九 に
。 四 計 章 章 「
） 条 画 第 を 法
と の に 一 第 第
し 二 定 節 十 二
て め 中 一 種
同 第 ら 第 章 事

２
第 か 条 れ
四 前 ら 第 る
十 項 の 二 場
四 に 意 項 合
条 規 見 に 及
第 定 を 規 び
一 す 求 定 法
項 る め す 第

第 項
さ 四 第 第 中
れ 知 項 四 十 「
る 事 ま 十 章 第
場 は で 三 を 四
合 、 を 条 第 十
を 法 二 第 十 三
含 第 項 六 二 条
む 三 ず 項 章 第

配
第 第 慮 第 第
四 十 事 五 四
十 一 項 十 十
五 章 に 条 七
条 を つ 第 条
第 第 い 三 中
一 十 て 項 「
項 三 の 中 説

都
市
施
設
」
と
い
う
。
）
と
し

法 一 れ 三 と 業
の 種 る 十 す 又
規 事 第 五 る は
定 業 一 条 。 」
に 等 種 の を
よ が 事 前 、
り 都 業 に 「
都 市 等 次 事
市 計 ） の 業
計 画 見 が
画 法 出 」
に し の

中 場 な る 三
合 け 第 十「

知 に れ 一 八
事 お ば 種 条
は い な 事 の
、 て ら 業 六
」 、 な 又 第
の 知 い は 三
下 事 。 法 項
に は 第 の

、 二 規「
法 法 種 定

。 条 つ を と 五
） の 繰 同 す 項
の 七 り 条 る 」
規 第 下 第 。 を
定 一 げ 八 「
に 項 、 項 第
よ 同 と 四（
り 法 条 し 十
意 第 に 、 三
見 三 第 同 条
を 条 一 条 第
述 の 項 第 七

及 章 検 明「
び と 討 に 会
第 す 、 つ 」
二 る 」 い を
項 。 を て 「
中 加 」 方

え の 法「
一 る 下 書
に 。 に 説
」 明「
を 、 会

第 若
て
同
法
の
規
定
に
よ
り
都
市

（
定 昭 及 下
め 和 び に
ら 四 一 「
れ 十 条 第
る 三 を 二
場 年 加 種
合 法 え 事
に 律 る 業
お 第 。 又
け 百 は
る 号 」

第 第 事 に
二 三 業 よ
種 条 に り
事 の 係 読
業 三 る み
又 第 環 替
は 一 境 え
」 項 影 て
を の 響 適
、 配 を 用

慮 受 さ

べ 十 及 五 項
る 第 び 項 」
場 二 第 中 に
合 項 二 改「
に の 項 第 め
は 規 と 七 る
、 定 し 章 。
期 に て 第
間 よ 次 二
を り の 節
指 適 二 」

「
い 四 し
ず 条 く
れ の は
か 二 準
に か 備
」 ら 書
に 第 説
改 四 明
め 条 会
、 の 」
同 七 に

計
画
に
定
め
ら
れ
る
場
合
に

当 ） を
該 第 加
第 四 え
一 条 る
種 第 。
事 七
業 項
等 に
又 規
は 定
第 す

「
事 書 け れ
業 の る る
が 案 範 場
」 又 囲 合
の は で を
下 配 あ 含
に 慮 る む

書 と 。「
第 に 認 以
二 つ め 下
種 い ら 同

定 用 項 を
し さ を 「
て れ 加 第
、 る え 九
法 場 る 章
第 合 。 第
三 及 二
条 び 節
の 法 」
三 第 に
第 三 改

条 ま 改
第 で め
三 及 る
項 び 。
中 第

六「
一 条
に か
」 ら
を 第

二
お
け
る
当
該
都
市
施
設
に
係

一 る
種 市
事 街
業 地
等 開
に 発
係 事
る 業
施 （
設 以
が 下

事 て れ じ
業 審 る 。
又 査 地 ）
は 会 域 の
」 の を 配
を 意 管 慮
加 見 轄 書
え を す の
、 聴 る 案
同 く 市 又
条 も 町 は

一 十 め
項 八 、

条 同（
法 の 項
第 六 を
三 第 同
条 三 条
の 項 第
十 の 七
第 規 項
二 定 と

「
い 十
ず 三
れ 条
か ま
に で
」 」
に を
改 、
め 「
、 に
同 よ

る
第
一
種
事
業
等
に
つ
い

同 「
条 市
第 街
五 地
項 開
に 発
規 事
定 業
す 」
る と

第 の 長 配
二 と に 慮
項 す 環 書
中 る 境 に

。 の つ「
同 保 い
項 全 て
中 の 法

見 第「
」 地 二

項 に し
よ 、の

規 り 同
定 読 条
に み 中
よ 替 第
り え 一
適 て 項
用 適 か
さ 用 ら

項 る
第 」
二 の
号 下
及 に
び 「
同 計
条 画
第 段
七 階

四
八
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る が
届 都
出 市
は 施
、 設
次 と
項 し
か て

第 る の 事
第 三 の 六 業
二 十 は 及 者
種 五 び 」「
事 条 都 第 と
業 の 市 四 あ
が 見 計 条 る
市 出 画 の の

の う 等 種 該 規
は 。 事 第 定を

） 業 一 に実「
配 」 等 種 よ施
慮 と 」 事 りし
書 、 と 業 都よ
都 同 、 等 市う
市 項 を 計と 「

２
決 並 合（
定 委 前 にび
権 託 項 おに
者 に の い第

係 規 て四（
以 る 定 、条
下 事 に 第の

業 よ 四七「

る じ に 画 て
市 。 に はよ
町 ） 係 、り

又 る 第同（
以 は 同 三法
下 市 法 章第

町 第 第二「
都 ） 十 一十

ら 同
第 法
四 の
項 規
ま 定
で に
に よ
定 り
め 都
る 市
と 計
こ 画

街 し 第 七 は
地 を 一 第 「
開 削 種 一 配
発 り 事 項 慮
事 、 業 中 書
業 同 等 都「
と 条 を 配 市
し 第 都 慮 計
て 一 市 書 画
都 項 計 事 決
市 を 画 業 定
計 次 に 者 権

計 第 市 実 画す画 一 町 施 にる決 号 長 し 定者定 中 」 よ め
権 と う よ（「

以者 配 あ と う
下の 慮 る す と

名 書 の る す「
配称 事 は 者 る
慮」 業 」 場「
書と 者 市 と 合
事、 の 町 あ に

都 に り 条第
市 あ 都 の一
計 っ 市 三項
画 て 計 第第
決 は 画 二三
定 、 決 項号
権 そ 定 並及
者 の 権 びび
」 委 者 に第
と 託 が 第二
い を 計 四項
う し 画 条

市 又 五 節二
計 は 条 の条
画 都 第 規第
決 市 一 定一
定 再 項 に項
権 生 の よに
者 特 県 る規
」 別 若 計定
と 措 し 画す
総 置 く 段る
称 法 は 階国
す 市 配

ろ に
に 定
よ め
り ら
、 れ
当 る
該 場
都 合
市 に
計 お
画 け

画 の 定 」 者
法 よ め と 」
の う な あ と
規 に い る 、
定 改 」 の 「
に め と は 第
よ る す 一「
り 。 る 配 種
都 。 慮 事
市 書 業
計 都 等

同 氏 長 る お業
項 名 及 の け者
第 及 び は る」
二 び 当 当と 「
号 住 該 当 該い
中 所 都 該 都う

市 都 市。「 （
第 法 計 市 計）
一 人 画 計 画」
種 に 第 画 にと
事 あ 一 決 係

を
。 よ 段 の除
） う 階 七く
は と 配 第。
、 す 慮 一）
第 る 事 項の一 者 項 第規種 。 に 三定事 以 つ 号の業 下 い 及適等 同 て び用又 じ の 第

土（
る 平 町 慮交
。 成 事通 （
） 十 同 項大
が 四 法 に臣当 年 第 つの該 法 二 い権第 律 十 て限一 第 二 のが種 二 条 検地事 十 第 討方業 二 一 そ

に る
係 当
る 該
都 都
市 市
計 施
画 設
決 に
定 係
権 る
者 第

画 市 」
に 計 と
定 画 あ
め 決 る
ら 定 の
れ 権 は
る 者 「
場 」 都
合 と 市
に 、 計
お 同 画

あ業 っ 種 定 るる等 て 事 権 第の」 は 業 者 一はと 、 等 」 種
あ そ を と 事「

都る の 実 、 業
市の 名 施 同 等
計は 称 し 条 （
画、 よ 第 以「
決都 代 う 二 下
定市 表 と 項

には 。 検 二つ第 ） 討 項い一 は そ のて種 、 の 規は事 第 他 定、業 一 の は第等 種 手 、四に 事 続 適条係 業 を 用
のる 等 行 し
二施 」 う な

整等 号 項 の備を ） の 他局実 第 場 の長施 五 合 手にし 十 に 続委よ 一 あ は
任う 条 っ 、
さと 第 て 次
れす 一 は 項
てる 項 、 及
い者 の 同 び

が 二
当 種
該 事
第 業
二 に
種 つ
事 い
業 て
を は
実 、
施 第

け 項 第
る 第 一
当 一 種
該 号 事
第 中 業
二 等「
種 第 」
事 一 と
業 種 、
又 事 第
は 業 四

「
計 者 す 中 都権
画 の る 市者 「
第 氏 者 第 計（
一 名 」 一 画以
種 及 と 種 第下
事 び 、 事 一「
業 主 第 業 種配
等 た 四 等 事慮
」 る 条 」 業書と 事 の と 等都、 務 三 あ 」

第設 と 場 い
一を あ 合 。
項都 る に
中市 の お

計 は け「
第画 る「
一法 第 第
種三 三（
事昭 十 章
業和 四 第
等四 条 一

るに 規 項 第
場代 定 の 三
合わ に 国 十
にる 基 土 九
あも づ 交 条
っの き 通 に
てと 都 大 定
はし 市 臣 め
、て 計 る（
当行 画 同 と
該う の 法 こ

し 五
よ 条
う 第
と 一
す 項

四 る の
九 者 規

に 定
代 に
わ よ

第 等 条
二 を の
種 実 五
事 施 第
業 し 一
に な 項
係 い 、
る 」 第
施 と 四
設 あ 条

市第 所 第 る と計四 の 一 の い
画条 所 項 は う
決の 在 中 。「
定四 地 都 ）「
権中 ） 第 市 」
者」 一 計 と「
」配 と 種 画 、
と慮 あ 事 第 「

書 る い 業 一 当

を十 の 節
実三 二 （
施年 第 第
し法 一 四
よ律 項 条
う第 の の
と百 都 三
す号 市 第
る） 計 二

の 画 者 項

地こ 決 第 ろ
方と 定 八 に
整が 若 十 よ
備で し 五 り
局き く 条 、
長る は の 当
。。 変 二 該
以こ 更 の 都
下の を 規 市

場 す 同 定 計
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る
も
の
と
す
る
。

２ る 準
て の 縦 。 用
の 規 覧 都 す
同 定 に 市 る
法 に 供 計 場
第 よ す 画 合
二 り る 決 及
十 読 場 定 び
条 み 合 権 同

下「 「
第 都 に 」 第
三 市 と 三「
十 計 に あ 十
七 画 係 る 六
条 決 る の 条
中 定 環 は 第

権 境 一「 「
第 者 影 都 項

４
続 市 者 く 四
は 計 前 に 。 項
都 画 項 当 ） 及
市 決 の 該 に び
計 定 場 配 つ 次
画 権 合 慮 い 条
決 者 に 書 て 第
定 が お を 第 二

３ 加 定
え 権 第 る

前 る 者 三 も
項 。 十 の（
の 以 五 と
規 下 条 し
定 第 て「
に 都 二 行
よ 市 項 う

第 替 に 者 法
二 え は 第（
項 て 、 国 二

適 こ 土 十（
同 用 れ 交 二
法 さ ら 通 条
第 れ の 大 第
二 る 者 臣 一
十 第 が を 項
一 二 定 除 の
条 十 め く 規
第 三 る 。 定

十 」 響 市 中
六 と 評 計 「
条 、 価 画 及
」 同 を 決 び
の 項 」 定 次
下 第 を 権 条
に 七 加 者 」

号 え は を「
又 中 、 」 「
は と 、「 「
第 対 同 、 次
二 象 項 条

権 行 い 送 二 項
者 っ て 付 種 の
に た 、 す 事 規
対 も 配 る 業 定
し の 慮 も を に
て と 書 の 実 よ
行 み を と 施 り
わ な 送 す し 読
れ し 付 る よ み
た 、 す 。 う 替
も 当 る と え
の 該 前 す

り 計 中 も
読 画 の「
み 決 と（
替 定 委 す
え 権 託 る
て 者 に 。
適 」 係
用 と る
さ い 事
れ う 業
る 。 に
第 ） あ

二 条 都 ） に
項 の 市 は よ
に 規 計 、 り
お 定 画 前 読
い に に 条 み
て よ つ 第 替
準 り い 二 え
用 評 て 項 て
す 価 の の 適
る 書 都 規 用
場 及 市 定 さ

「
十 事 第 対 及
三 業 四 象 び
条 」 号 事 第
」 と 中 業 三
を あ に 十「
、 る 対 係 八

の 象 る 条「
に は 事 環 」
よ 業 境 に「
る 都 」 影 改
公 市 と 響 め

て
と 第 に る 適
み 二 第 者 用
な 種 二 が さ
す 事 種 作 れ
。 業 事 成 るを 業 し 第実 を た 二施 実 配 十し 施 慮 五よ し 書 条う よ が

五 」 っ
条 を て
第 は「
三 都 、
項 市 そ
第 計 の
一 画 委
号 決 託
の 定 を
措 権 し
置 者 よ

合 び 計 に れ
を 要 画 よ る
含 約 法 り 場
む 書 第 読 合
。 を 十 み を
） 縦 七 替 含
に 覧 条 え む
規 に 第 て 。
定 供 一 適 ）
す す 項 用 の
る る の さ 規

告 計 あ 評 、
」 画 る 価 同
の 対 の を 条
下 象 は 」 第
に 事 と 二「

業 都 あ 項「
又 」 市 る 中
は に 計 の 「
同 改 画 は 、
法 め 対 対「
第 る 象 」 象

第と う あ 二す と る 項る す と に者 る き おに 者 は い対 が 、 てし 行 当 準て っ 該
用行 た 第
すわ 計 二
るれ 画 種

が 」 う
と に と
ら 改 す
れ め る
た 、 者
第 。「
二 以（
種 昭 下
事 和 同
業 四 じ

十 。
同 場 都 れ 定
法 合 市 る に
第 に 計 第 よ
十 は 画 十 る
四 、 の 六 告
条 こ 案 条 示
第 れ と の 」
一 ら 併 規 を
項 の せ 定 加
の 者 て に え
図 が 縦 よ 、

二 。 事 に 事
十 業 改 業
条 」 め 」
第 を 、 と
一 あ「 「
項 同 都 る

項 市 の（
同 第 計 は
法 六 画 「
第 号 対 都
二 中 象 市

第た 段 事
五計 階 業
条画 配 を
第段 慮 実
三階 事 施
項配 項 し
第慮 に よ
二事 つ う
号項 い と
のに て す
措つ の る

（
前 三 ）
項 年 」
の 法 を
規 律 削
定 第 り
に 百 、
よ 号 「
り ） 第
読 」 三
み を 十
替 削 五

書 定 覧 り 同
と め に 準 条
併 る 供 備 に
せ 都 し 書 次
て 市 、 及 の
縦 計 前 び 四
覧 画 条 要 項
に に 第 約 を
供 つ 二 書 加
す い 項 を え

十 事 計「
一 画事 業
条 業 」 決
第 者 と 定
二 」 い 権
項 と う 者
に あ 。 は
お る ） 、
い の 」 」
て は の を

置い 検 者
がて 討 は
との そ 、
ら検 の 都
れ討 他 市
たそ の 計
もの 手 画
の他 続 決
をの は 定

手 都 権 除

え り 条
て 、 第
適 同 一
用 条 項
さ に の
れ 次 都
る の 市
同 二 計
条 項 画
第 を 決

五
〇
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し よ
、 り
環 読
境 み
の 替
保 え
全 て
が 適

２ 第
日 れ 市 三

都 」 計 十る
市 と 画 七場
計 あ 法 条合
画 る 第 のを
決 の 十 二含
定 は 七む
権 条 前。「

（
対 第 せ 市 に 第
象 三 て 計 お 二
事 十 市 画 い 十
業 七 町 審 て 三
等 条 都 議 準 条
を の 市 会 用 の
定 次 計 に す 評
め に 画 、 る 価

５ ４
が び に

都 で 同 つ 都
市 き 法 い 市
計 な 第 て 計
画 い 二 の 画
決 と 十 意 決
定 き 二 見 定
権 は 条 書 権

３
規 送 二 を
定 付 項 縦 対
す し の 覧 象
る 、 規 に 事
同 知 定 供 業
法 事 に す に
第 は よ る 係
十 、 り 場 る

図 用
ら さ
れ れ
る る
よ 第
う 二
に 十
す 三
る 条
も の
の 評
と

者 縦 第 条）
は 覧 一 第の
、 期 項 二規
対 間 及 項定
象 満 び 又の
事 了 第 は適
業 の 二 第用
等 日 項 三に
を の 項つ （
都 翌 同 のい
市 日 法 規て
計 か 第 定

る 次 審 市 場 書
都 の 議 町 合 及
市 一 会 で 及 び
計 条 あ び 要（
画 を 当 る 同 約
に 加 該 と 法 書
係 え 市 き 第 を
る る 町 は 二 、
手 。 に 同 十 都
続 市 法 二 市
に 町 第 条 計
関 都 十 第 画

者 、 第 と 者
は そ 一 、 は
、 の 項 当 、
前 い の 該 前
条 ず 規 準 二
第 れ 定 備 項
一 で に 書 の
項 も よ に 規
の あ り 係 定
規 る 読 る に
定 と み 都 よ
に み 替 市 り

四 国 読 合 都
条 土 み に 市
第 交 替 は 計
一 通 え 、 画
項 大 て 国 を
の 臣 適 土 定
図 が 用 交 め
書 定 さ 通 る
の め れ 大 国
写 る る 臣 土
し 都 第 が 交
と 市 二 定 通価

す 書
る に
。 記

載
さ
れ
て
い
る
と

は
画 ら 二 に、
に 起 十 よ同
定 算 一 り法
め し 条 準第よ て 第 備十う 二 二 書七と 週 項 を条す 間 に 都第る を お 市一と 経 い 計項き 過 て 画

す 市 九 一 決
る 計 条 項 定
都 画 第 の 権
市 審 二 規 者
計 議 項 定 が
画 会 に 国（
法 が 同 よ 土
の 置 法 り 交
特 か 第 読 通
例 れ 二 み 大
） て 十 替 臣

よ な え 計 準
り し て 画 備
環 て 適 の 書
境 、 用 案 を
影 こ さ に 都
響 の れ つ 市
評 条 る い 計
価 例 場 て 画
そ 及 合 の の
の び を 都 案
他 同 含 市 と

併 計 十 め 大
せ 画 三 る 臣
て に 条 都 は
こ つ の 市 、
れ い 規 計 前
ら て 定 画 条
を の に に 第
縦 同 よ つ 二
覧 法 り い 項
に 第 評 て の
供 二 価 の 規こ

ろ
に
よ
り
当
該
都
市
計
画

中は す 準 の
、 る 用 案「

二都 日 す と週市 」 る 併間計 と 場 せ」画 す 合 てと法 る 及 縦あに 。 び 覧
る定 同 に
のめ 法 供
はる 第 す

い 一 え 又
な 条 て は
い 第 適 県
と 二 用 で
き 項 さ あ
は に れ る
、 お る と
山 い 場 き
口 て 合 は
県 準 を 都
都 用 含 市

の 法 む 計 併
手 の 。 画 せ
続 規 ） 法 て
を 定 の 第 縦
行 を 規 十 覧
う 適 定 七 に
場 用 に 条 供
合 す よ 第 し
に る る 二 た
は 。 意 項 場
、 見 合

す 十 書 都 定
る 条 及 市 に
も 第 び 計 よ
の 二 要 画 り
と 項 約 法 読
す 書 第 み（
る 同 を 十 替
。 法 縦 七 え

第 覧 条 て
二 に 第 適
十 供 一 用

に
係
る
対
象
事
業
の
実
施
に

と 二 る「
一こ 十 場
月ろ 二 合
間に 条 に
」よ 第 お
とる 一 け
、ほ 項 る
同か の 当
条、 規 該
第第 定 都
二三 に 市

市 す む 計
計 る 。 画
画 場 ） 法
審 合 の 第
議 を 都 十
会 含 市 八
） む 計 条
に 。 画 第
付 ） の 二
議 の 案 項
す 都 の

（
同 書 同 に
条 の 法 お
第 い 第 い
二 ず 二 て
項 れ 十 述
の に 一 べ
規 係 条 ら
定 る 第 れ
に も 二 た
よ の 項 意
り で に 見

一 す 項 さ
条 る の れ
第 場 都 る
二 合 市 第
項 に 計 十
に は 画 六
お 、 の 条
い 当 案 の
て 該 と 規
準 評 併 定
用 価 せ に

よ
る
影
響
に

五 つ
一 い

て
配
慮

項十 よ 計
中六 り 画

条 読 の「
縦第 み 案
覧二 替 に
期項 え つ
間の て い
満規 適 て
了定 用 の

に の さ 都

（
る 市 付 同
も 計 議 法
の 画 と 第
と の 併 二
す 案 せ 十
る の て 一
。 付 山 条

議 口 第
と 県 二
併 都 項

読 あ お の
み る い 内
替 か て 容
え を 準 が
て 判 用 、
適 別 す 当
用 す る 該
さ る 場 準
れ こ 合 備
る と 及 書

す 書 て よ
る 及 縦 り
場 び 覧 準
合 要 に 備
を 約 供 書
含 書 し 及
む を 、 び
。 知 前 要
） 事 条 約
に に 第 書
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表
し
な
け
れ
ば
」
に
改

間 め 一「
、 第 第 る 第 号
評 二 八 。 三 」
価 十 章 号 を
書 三 を ま 「
及 条 第 で 同
び 中 十 」 条
要 章 を 第「
約 関 と 二「

明
第 会 第 み 市
四 」 四 な 計
十 に 十 す 画
二 改 条 。 決
条 め 中 定
第 る 権「
二 。 第 者
項 三 が

２ を
項 種 該 同

前 の 事 公 第 条
項 書 業 表 一 第
の 面 を に 種 三
場 を 実 係 事 項
合 、 施 る 業 と
に 当 し 第 を し
お 該 よ 一 実 、

て 下 下 七
は に に 章 第
事 」 三「 「
業 及 配 に 十
者 び 慮 改 九
並 配 書 め 条
び 慮 、 、 の
に 書 」 同 見
知 の を 項 出

め
る
。

書 係 し 第 項
を 地 、 六 第
関 域 第 号 二
係 内 七 ま 号
地 に 章 で 」
域 お を 」 に
内 い 第 に 、
に て 九 、 「
お 、 章 第「
い 評 と か 三
て 価 し ん 章
縦 書 、 が

中 十 行
五 っ「

、 条 た
第 か も
三 ら の
章 前 と
第 条 み
三 ま な
節 で し
か 」 、
ら を 第
第 一

い 都 う 種 施 同
て 市 と 事 し 項
、 計 す 業 よ の
そ 画 る を う 前
の 決 者 都 と に
通 定 か 市 す 次
知 権 ら 計 る の
を 者 受 画 者 二
受 に け に が 項
け 送 た 定 第 を
る 付 者 め 四 加
前 す に よ 条 え

事 送 加 を し
」 付 え 同 中
の を 、 条 「
下 当 同 第 事
に 該 項 七 業

事 を 項 者「
、 業 同 と 」
第 者 条 し を
四 か 第 、 「
条 ら 五 同 事
の 受 項 条 業
四 け と 第 者第

覧 及 第 み 三
に び 六 」 節
供 要 章 を の
す 約 を 節「
る 書 第 鑑 名と を 八 み 」と 公 章 」 をも 告 と に 「に の す 、 第、 日 る 五「
規 か 。 第

「
六 第 種
章 三 事
ま 十 業
で 四 を
」 条 実
を の 施

二 し「
か よ（

第 ら う
四 第 と
条 三 す

に る そ う の る
第 も の と 四 。
一 の 旨 す の
種 と を る 規
事 す 通 都 定
業 る 知 市 に
を 。 し 計 よ
実 た 画 る
施 と 決 公
し き 定 表
よ は 権 を

の た し 四 等
市 者 、 項 」
町 同 中 に（
長 当 条 改「

該 第 第 め（
当 事 二 二 、
該 業 項 項 同
事 者 を 」 条
業 が 同 を 第
者 第 条 五「
が 四 第 第 項章則 ら 六 ので 起 章 章定 算 の 名め し 」 」る て を にと 一 「 、こ 月 第

ろ 間 八 「
第に 縦 章
六よ 覧 の
条り に 」

第 十 る
二 七 者
項 条 に
第 ま 対
一 で し
号 及 て
を び 行
除 前 わ
く 二 れ
。 条 た
） 」 手

う 、 者 行
と 第 が っ
す 一 当 て
る 種 該 か
者 事 第 ら
が 業 一 第
行 を 種 六
っ 実 事 条
た 施 業 の
計 し を 規
画 よ 実 定

同 条 四 四 中
条 の 項 項 「
の 四 と 」 第
規 の し に 三
定 規 、 改 項
に 定 同 め 」
よ に 条 、 を
り よ 第 同 「
配 り 一 項 第
慮 配 項 を 五
書 慮 中 同 項

第、 供 に
一イ し 、
項ン な 「
第タ け 第
四ー れ 七
号ネ ば 章
」ッ 」 第
をト を 一

の 節 「「
第利 公 」
六用 告 を

、 に 続
第 、 は
五 都「
章 説 市
か 明 計
ら 会 画
第 」 決
八 を 定
章 権「
ま 方 者
で 法 に

段 う 施 に
階 と し よ
配 す よ り
慮 る う 方
事 者 と 法
項 は す 書
に 、 る を
つ 当 者 作
い 該 及 成
て 配 び す
の 慮 配 る

を 書 条 」「
送 を 第 第 に
付 送 一 六 、
し 付 種 項 「
て し 事 と 第
い て 業 し 四
る い で 、 章
場 る あ 同 及
合 場 る 条 び
に 合 場 第 第
限 に 合 三 五

条そ の 「
第日の 第
一他 か 九
項の ら 章
第方 起 第
七法 算 一
号に し 節
」よ て 」

り 一 に に
公 月 改 、

」 書 対
に 説 し
、 明 て

会 行「
同 及 わ
条 び れ
第 準 た
二 備 も
項 書 の
第 説 と

検 書 慮 ま
で討 及 書

そ び の の
の 第 送 間
他 四 付 に
の 条 を お
手 の 当 い
続 五 該 て
は 第 第 、
都 一 一 当

る 限 に 項 章
。 る あ 中 」
） 。 っ を「
」 ） て 事 「
を 」 は 業 第
加 を 事 者 六
え 、 業 及 章
、 者 び 及「
同 あ 」 」 び
項 っ の の 第

五
二
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第 六
六
条 前
第 号
一 の
項 意
に 見
次 に

次 慮 ら
五 四 に 書 れ

次 を た
第 第 の 作 と
四 四 三 成 き
条 条 号 し は
の の を て こ
五 三 加 い れ
第 第 え な を

第 第 第 第 項
六 五 四 十 及
条 第 条 章 七 び
第 四 の を 条 第
一 章 次 第 第 二
項 に 六 三 項
中 方 次 章 項 に

法 の と 及 お「

２ 表 間
て 第 し 、
、 第 十 な 準
同 七 け 備八
条 条 れ 書条
第 第 ば 及の
四 一 」 び二
項 項 に 要第
中 中 改 約二

第 第 八 第 第
十 十 五十
五 そ 四 章六
条 の 条 を条
中 他 第 第中

規 一 七「「
か 則 項 章関
ん で 第 と係

の つ
一 い
号 て
を の
加 事
え 業
る 者
。 の

見
解

一 一 る い 勘
項 項 。 場 案
の 第 合 し
意 四 に て
見 号 お 、

に い 第
掲 て 四
げ は 条
る 、 の
事 第 二
項 四 第

号 一

事 書 章 す び い
業 名 る 第 て
者 を 。 四 準
は 付 項 用
」 す を す
の る 削 る
下 。 る 前
に 。 三

項「
、 」
配 と
慮 読

め 書項「 「
第 る をか 「
二 説 。 関ら
項 明 係第
」 会 地五
と 」 域項
あ を 内ま
る にで 「
の おの 「
は 準 い規

備 て定「
第 書 縦

が 定 一 す地
み め 号 る域
」 る 中 。内
を 事に 「

項 第お 「
鑑 三い
み 号て
」 」、
に を準
改備 「
め 第書
、 六

か 項
ら の
第 事
六 業
号 が
ま 実
で 施
に さ
掲 れ
げ る
る べ

書 み
を 替
作 え
成 る
し も
て の
い と
る す
と る
き 。
は

は
十 説 覧、
七 明 に前
条 会 供項
第 」 すの
二 に る規
項 、 と定に とに 「
お 説 もよい 明 にりて 会 、事準 を 規

及
号び 「

及 」要
び に約
第 改書
十 めを 七 、公 条 同告 第 項の 四 に日 項 次か 」 の

事 き
項 区
を 域
除 そ
く の
。 他
） の
」 規
を 則
加 で
え 定

そ
の
配
慮
書
の
内
容
を
踏
ま

業用 」 則者す を でがる 定「準第 準 め備二 備 る書項 書 と説」 説 こ明と 明 ろ
会、 会 に
を同 を よ
開条 」 り

ら を 一起 削 号算 る をし 。 加て え一 る月 。間
縦
覧
に

、 め
同 る
項 事
第 項
四 を
号 決
を 定
同 し
項 」
第 を
七 、

え
る
と
と
も
に
、
第
四
条
の

催第 に 、
す五 改 イ
る項 め ン
場中 、 タ
合 同 ー「
に前 条 ネ
つ各 第 ッ
い項 二 ト
て」 項 の
準と を 利
用あ 次 用

供
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
告

五
三

号 「
と 事
し 項
、 」
同 の
項 下
第 に
三 「
号 （
の 配

五
第
一
項
の
意
見
が
述
べ

する の そ
る よの の
。は う 他
こ に の「
の第 改 方
場十 め 法
合七 る に
に条 。 よ
お第 り

一 い 公

の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
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１

こ
の
条
例
は
、
平

（
施 第 第 第
行 十 十 九
期 附 二 第 一 条
日 条 五 条 第
） 則 中 章 の 一

次 項「
第 環 に 中
六 境 次 「

５ ４ ３
る の

前 こ 事 事 開
各 と 業 業 催
項 が 者 者 を
に で は は 予
定 き 、 、 定
め な そ 方 す
る い の 法 る

２ 第 よ（
な た 八 説 り

事 場 め 条 明 公
業 所 の の 会 表
者 が 説 二 の し
は な 明 開 な
、 い 会 事 催 け
方 と 業 等 れ（
法 き 以 者 ） ば

方 い
法 第 う 第 八
書 八 。 七
及 条 ） 条 そ
び 中 」 の の
要 を 見 他「
約 前 加 出 規
書 条 え し 則
を に る 中 で

成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施

条 影 の 前
第 響 章 条
一 評 名 」
項 価 を を
第 の 付 「
四 実 す 第
号 施 る 八
」 等 。 条
を 」

に「
第 改
六 め

も 場 責 書 日
の 合 め 説 の
の に に 明 一
ほ は 帰 会 週
か 、 す の 間
、 当 る 開 前
方 該 こ 催 ま
法 方 と を で
書 法 が 予 に
説 書 で 定 公
明 説 き す 告
会 明 な る し

書 は 下 は 」
説 、 、 に「
明 当 方 規 改
会 該 法 則 め
を 地 書 で 、
開 域 説 定 同
催 以 明 め 条
す 外 会 る の
る の 」 と 次
と 地 と こ に
き 域 い ろ 次
は に う に の

前 規 。 定「
条 定 方 め
に す 法 る
規 る 書 事
定 地 」 項
す 域 を
る 内 「
地 に 方
域 お 法
内 い 書
に て 等
お 、 」

行
す
る
。

条 る
第 。
一
項
第
七
号
」
に
改
め

の 会 い 日 な
開 を 事 時 け
催 開 由 及 れ
に 催 で び ば
関 す あ 場 な
し る っ 所 ら
必 こ て を な
要 と 規 定 い
な を 則 め 。
事 要 で よ
項 し 定 う

、 お 。 よ 一
そ い ） り 条
の て を 、 を
開 開 開 前 加
催 催 催 条 え
を す し の る
予 る な 縦 。
定 こ け 覧
す と れ 期
る が ば 間
日 で な 内

い 方 に
て 法 改
縦 書 め
覧 を 、
に 公 同
供 告 条
す の 中
る 日 「
と か 対
と ら し
も 起 、

る
。

は な め と
、 い る す
規 。 も る
則 の と
で に き
定 よ は
め り 、
る 、 知
。 第 事

二 の
項 意

時 き ら に
及 る な 、
び 。 い 第
場 。 七
所 こ 条
を の に
定 場 規
め 合 定
、 に す
規 お る
則 い 地

に 算 方
、 し 法
規 て 書
則 一 」
で 月 の
定 間 下
め 縦 に
る 覧 「
と に 及
こ 供 び
ろ し こ

の 見
規 を
定 聴
に く
よ こ
る と
公 が
告 で
を き
し る
た 。

で て 域
定 、 内
め 当 に
る 該 お
と 地 い
こ 域 て
ろ 内 、
に に 方
よ 方 法
り 法 書
、 書 の

に な れ
よ け を
り れ 要
、 ば 約
イ 」 し
ン を た
タ 書「
ー 公 類
ネ 告 （
ッ の 次
ト 日 条

方
法
書
説
明
会
を
開
催
す

こ 説 記
れ 載明
ら 会 事
を を 項
方 開 を
法 催 周
書 す 知
説 る さ
明 適 せ
会 当 る

の か に
ら お利

用 起 い
そ 算 て
の し 「
他 て 要
の 一 約
方 月 書
法 間 」
に 、 と

五
四
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第 第
十 八
条 条
中 中
「 「
養 み
ほ つ
う ば

数 め
第 」 第 る 第
五 に 三 。 一
条 、 条 条
中 第 中「

み 一「 「
き つ 項 養
損 源 中 ほ
」 」 う「

山
題 山 口
名 口 県

山 を 県 山 条
口 次 み 口 例
県 の つ 県 第
蜜 よ ば み 十
蜂 う ち つ 七
転 に 転 ば 号

４
山 環

平 口 境 改
成 県 影 正
二 み 響 後
十 つ 評 の
五 ば 価 条
年 ち 方 例
三 転 法 第

３ ２ （
又 経「
は 改 施 改 過
環 正 行 正 措
境 後 日 後 置
影 の 」 の ）
響 条 と 山
評 例 い 口
価 第 う 県

業 ち
者 」
」 を
を 「

蜜「
養 蜂
蜂 」
業 に
者 改
」 め
に る
、 。

を を 養 振
ほ 興「 「

毀 蜜 う 法
損 源 業 （
」 」 者 」
に に 」 を
改 改 を 「
め め 養「
る 、 養 蜂
。 同 蜂 振

項 業 興
第 者 法

飼 改 飼 ち
条 め 条 転
例 る 例 飼

。 条（
昭 例
和 の
三 一
十 部
一 を
年 改
山 正
口 す

月 飼 書 八
十 条 又 条
九 例 は の
日 の 環 二

一 境 （
部 影 改
を 響 正
改 評 後
正 価 の
す 準 条
る 備 例
条 書 第

書 八 。 環
に 条 ） 境
つ 、 前 影
い 第 に 響
て 十 環 評
適 六 境 価
用 条 影 条
す 又 響 例
る は 評 （
。 第 価 以

二 方 下
十 法

「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に

二 」 （
号 に 」
中 改 に

め 、「
み 、 「
つ 同 養
ば 条 ほ
ち 第 う
」 二 振
を 項 興

中 法

県 る
条 条
例 例
第
九
号
）
の
一
部
を

例 に 十
を つ 七
こ い 条
こ て 第
に 適 二
公 用 項
布 す に
す る お
る 。 い
。 て

準

「
三 書 改
条 を 正
の 公 後
規 告 の
定 し 条
は た 例
、 事 」
施 業 と
行 に い
日 つ う
以 い 。

」
に
改
め
る
。

「
蜜 施「
蜂 一 行
」 に 規
に 」 則
改 を 」
め を「
る い 「
。 ず 養

れ 蜂
か 振
に 興

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

後 て ）
に は 第
行 、 四
う 適 条
公 用 の
告 し 二
及 な か
び い ら
縦 。 第
覧 四
に 条

」 法
に 施
改 行
め 規
、 則
同 」
項 に
第 、
一 「
号 み
中 つ

山
口
県
知
事

山

規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
行

係 の
る 六
環 ま
境 で
影 の
響 規
評 定
価 は
方 、
法 こ
書 の

五
五

ば「
ほ ち
う 」
群 を
数 「
」 蜜
を 蜂

」「
蜂 に
群 改

本

繁
太
郎

う
公
告
及
び
縦
覧
に
係
る

、 条
環 例
境 の
影 施
響 行
評 の
価 日
準 （
備 以
書 下



平 火曜日成 年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

附

則

す
る 別
期 表
間 の
」 二
に の
改 表
め 岸
、 壁

下
関
漁 下
港 関
管 漁
理 港
条 管
例 理

山
口 下
県 平 関 別
条 成 漁 表
例 二 港 山
第 十 管 口
十 五 理 県
八 年 条 み
号 三 例 つ

２ １（ （
行 施

行 政 こ 行
政 手 の 期 附
手 続 条 日
続 等 例 ） 則
等 に は
に お 、
お け 公

の「
未 項
満 中
の
も くにの （

。 陸あ」 ） 揚るの 輸下 も送に の区
を「 域及

条（
昭 例
和 の
三 一「
十 部岸 年 を
山 改
口 正
県 す
条 る
例 条
第 例

月 の ば
十 一 ち
九 部 転
日 を 飼

改 条
正 例
す （
る 昭
条 和
例 三
を 十
こ 一

け る 布
る 情 の
情 報 日
報 通 か
通 信 ら
信 の 施
の 技 行
技 術 す
術 の る
の 利 。
利 用
用 に除内び

物 」
揚 を
場
に くに係 （

。 陸あ留 ） 揚るす 輸る も送も の区の

壁 二
十
六
号「
）岸 の

壁 一
及 部
び を

次物
の

こ 年
に 山
公 口
布 県
す 条
る 例
。 第

九
号
）
の

に 関
関 す
す る
る 条
条 例
例 の

一（
平 部
成 改
十 正
六 ）を域」 除内を

加 」
え に
る 、
。 「

及
び
」
を

揚
よ場 う
に
改
正
す
る
。

項
中
「
山
口
県
み
つ
ば
ち
転

年
山
口
県
条
例
第
三
十
二
号「

並
び
に
」
に
、
「
そ
の
係
留

山 飼
条口 例

県 」
を知 「

事 山
口
県

山 蜜
蜂

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

期
間
」
を
「
岸
壁
に
係
留

転
本 飼

条
例

繁 」
に太 改

郎 め
る
。

正
す
る
。

五
六



平成 火曜日年 月 日 山 口 県 報 （号 外─ ）

別 第
表 十
第 八
三 条
イ の
の 七
備 第

第 （
一 一

第 第 条 般
十 二 職 一
八 条 一 に 般
条 第 般 属 職
の 一 職 す に
六 号 に る 属
第 及 属 学 す

山
口 一 こ
県 平 般 の
条 成 職 条
例 二 に 例
第 十 属 は
二 五 す 、
十 年 る 平
号 三 学 成

山
別 山 口
表 口 県

附 第 県 山 条
二 工 口 例

則 末 業 県 第
武 用 工 十
川 水 業 九
工 道 用 号

山 こ
平 口 の
成 県 条
二 工 例
十 業 は
五 用 、
年 水 平
三 道 成

考 一
項

及 中
び 「
ロ 限
の る
備 。
考 ）

」
中 の

下校「
に

一 び す 校 る
項 第 る 職 学
中 十 学 員 校

八 校 の 職「
担 条 職 給 員
任 の 員 与 の
す 五 の に 給
る 第 給 関 与
」 四 与 す に
の 項 に る 関
下 中 関 条 す
に す 例 る

月 校 二
十 職 十
九 員 五
日 の 年

給 四
与 月
に 一
関 日
す か
る ら
条 施
例 行

業 条 水
用 例 道
水 条（
道 昭 例
の 和 の
項 三 一
及 十 部
び 七 を
富 年 改
田 山 正
・ 口 す
夜 県 る

月 条 二
十 例 十
九 の 五
日 一 年

部 四
を 月
改 一
正 日
す か
る ら
条 施
例 行長

「
」 、
を 本

務校「
と長

し、

て副

定校

時長

制
」 の

「
校 る の 条「

副 長 条 一 例
校 」 例 部 等
長 の 改 の（
、 下 昭 正 一
」 に 和 ） 部
を 二 を「
加 、 十 改
え 副 七 正
る 校 年 す
。 長 山 る

等 す
の る
一 。
部
を
改
正
す
る
条
例

市 条 条
川 例 例
工 第
業 五
用 十
水 三
道 号
の ）
項 の
中 一

部

を す
こ る
こ 。
に
公
布
す
る
。

に 課
改 程
め 又
る は
。 通

信
制
の
課
程
に

」 口 条
を 県 例
加 条
え 例
る 第
。 六

号
）
の
一
部

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

「
二 を
十 次
九 の
円 よ
八 う
十 に
銭 改
」 正
を す

る「
二 。

関
す
る
校
務
を
つ
か
さ
ど
る

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

山

十
二
円
二
十
銭
」
に
改
め
る

山
口
県
知
事

山

副
校
長
」
を

五 加
七 え

る
。

本

繁
太
郎

。
本

繁
太
郎
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山
こ 別 一 口
の 表 般 県
条 附 第 職 一 条
例 五 に 般 例
は 則 の 属 職 第
、 二 す に 二
平 級 る 属 十
成 の 学 す 一

定
一 は

平 般 、
成 職 公
二 に 布
十 属 の
五 す 日
年 る か
三 学 ら

第
こ め 三
の る 第 第 条
条 附 。 四 二
例 条 条 義
は 則 第 第 務
、 一 一 教
平 号 号 育
成 中 中 諸

第（ （
義 二 一 二 一
務 条 般
教 学 一 職
育 校 般 次 の
諸 職 職 に 職
学 員 の 掲 員
校 の 職 げ の
等 勤 員 る 特

二 項 校 る 号
十 中 職 学
五 員 校「
年 美 の 職
四 祢 給 員
月 市 与 の
一 立 に 給
日 田 関 与
か 代 す に
ら 小 る 関
施 学 条 す
行 校 例 る

月 校 施
十 職 行
九 員 す
日 の る

給 。
与
に
関
す
る
条
例

二 学「 「
十 か 校 校
五 ら 長 等
年 第 」 の
四 十 の 教
月 四 下 育
一 条 に 職
日 の 員「
か 四 、 の
ら ま 副 給
施 で 校 与
行 」 長 特

の 務 の 条 殊
教 時 特 例 勤
育 間 殊 の 務
職 、 勤 規 手
員 休 務 定 当
の 日 手 中 に
給 、 当 関「
与 休 に 校 す
特 暇 関 長 る
別 等 す 」 条
措 に る の 例
置 関 条 下 及

す 」 条（
る を 昭 例
。 削 和 の

る 二 一
。 十 部

七 を
年 改
山 正
口 す
県 る
条 条

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

す を 」 別
る を 措「
。 、 加 置
た 第 え 条
だ 十 る 例
し 四 。 （
、 条 昭
第 の 和
三 三 四
条 」 十
中 に 六

条 す 例 に び
例 る 学（ 「
の 条 昭 、 校
一 例 和 副 職
部 三 校 員（
改 昭 十 長 の
正 和 七 」 勤
） 四 年 を 務

十 山 加 時
六 口 え 間
年 県 る 、

例 例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

こ
こ
に
公
布
す
る
。

義 、 年
務 山「
教 、 口
育 第 県
諸 二 条
学 十 例
校 一 第
等 条 三
の の 十
教 二 一
育 及 号

山 条 。 休
口 例 日
県 第 、
条 一 休
例 号 暇
第 ） 等
三 第 に
十 二 関
号 条 す
） 第 る
第 二 条

よ
う
に
改
正
す
る
。

山
口
県
知
事

山

職 び ）
員 附 の
の 則 一
給 第 部
与 二 を
特 項 次
別 」 の
措 を よ
置 う「
条 及 に
例 び 改

二 号 例
条 の
第 一
一 部
項 改
第 正
一 ）
号

本

繁
太
郎

第 第 正
四 二 す
条 十 る
第 一 。
一 条
号 の
の 二
改 」
正 に
規 改

五
八
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こ 第
の 五
条 附 条
例 第
は 則 一
、 項
公 中
布 「

山
警 口 警
察 県 平 察
官 警 条 成 官
に 察 例 二 に
対 官 第 十 対
す に 二 五 す
る 対 十 年 る
被 す 三 三 被

こ 別 山
の 表 口
条 附 山 県
例 口 立
は 則 県 高
、 立 等
平 大 学
成 津 校

山
口 山
県 平 口

山 条 成 県
口 例 二 立
県 第 十 高
立 二 五 等
高 十 年 学
等 二 三 校

の 退
日 職
か し
ら た
施 」
行 を
す 「
る 退
。 職

し
、
失

服 る 号 月 服
の 被 十 の
支 服 九 支
給 の 日 給
等 支 等
に 給 に
関 等 関
す に す
る 関 る
条 す 条
例 る 例

条 の

二 高 等
十 等 条
五 学 例
年 校 （
四 の 昭
月 項 和
一 、 三
日 山 十
か 口 九
ら 県 年
施 立 山
行 日 口

学 号 月 等
校 十 条
等 九 例
条 日 の
例 一
の 部
一 を
部 改
を 正
改 す
正 る
す 条

職
し
、
又
は
休
職
を
命
ぜ
ら

（
昭 例 一
和 の 部
二 一 を
十 部 改
九 を 正
年 改 す
山 正 る
口 す 条
県 る 例
条 条 を
例 例 こ

す 置 県
る 農 条
。 業 例

高 第
等 五
学 十
校 一
の 号
項 ）
及 の
び 一

る 例
条 を
例 こ

こ
に
公
布
す
る
。

れ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二

第 こ
三 に
十 公
四 布
号 す
） る
の 。
一
部
を
次

山 部
口 を
県 次
立 の
水 よ
産 う
高 に
等 改
学 正
校 す
の る

項
中
「
休
職
、
」
を
削
る
。

の 山
よ 口う
に 県
改 知正
す 事
る
。

山

項 。
を
削
る
。

山
口
県
知
事

山

五
九

本

繁
太
郎

本

繁
太
郎
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